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１．後宮の忘れられた乙女








　武装した兵士たちの姿に、女たちは泣き喚き逃げ回っていた。

　それもそのはず──ここは、国王スルタンを始め限られた王族や宦官しか男性の入宮を許されない後宮である。常時ならば、それ以外の男がここに足を踏み入れたら即刻処刑だ。

　それが、一体どうしたことか？　見回す限り、返り血に染まった甲冑を身につけた兵士たちが闊歩し、逃げようとする女たちを次々と捕まえている。

　その情景の異質さは、この場所で生活をしていた誰が見ても明らかだった。

（何が起こったのかしら……!?）

　後宮の官女レイラは呆然と、その有様を眺めていた。あまりの恐怖で足が竦み、他の女たちのようにすぐには動けずにいる。

　しかし、怪我の功名とはまさにこのことを言うのか……目だけを出す黒のニカーブと踝で絞り込んだ下衣シャルワールという官女の出で立ちをした彼女は、この事態の重大さを察知すると俊敏に兵士たちから身を隠せる場所へと逃げることができた。

　そして、図書室の片隅で事の成り行きを、息を殺してじっと見守っていた。







　思い返せば、このハシーム王国の後宮に入れられたときから、恐怖はいつも彼女に影のようにつきまとっていた。

　北部シャキア州の首長シークと身分が低い踊り子の間に生まれたレイラは、この王都の後宮にいるはずがない娘だ。そもそも、入宮の話はシークの嫡女である異母姉ナディアにきたものだった。

　この国の女は身分が高い男の寵愛を受け、世継ぎの子を成すことで地位が上がる。

　ナディアの幸せを思えば、シークや継母だって嫡女をスルタンの後宮に入れて、国王の寵愛を受けることを喜ぶはず──娘の夫が権力の他に、ごく一般的な良識を持つ相手であるならば。

　ところが、現国王であるアハメドは脂ぎった中年男。『初夜に花嫁を殺す』と噂され、残虐王という異名まで持つ恐ろしい人物だ。

　そのため、実の娘の身を案じた継母によって、レイラは異母姉のナディアの身代わりとして後宮に送られることになった。レイラとナディアは双子と言っても過言ではないほど顔や身体的な特徴が似ているため、誰にもレイラは偽者だとは疑われなかったのだ。

　この後宮にいるのは、国内外から集められた百人以上の女たち。

　しかし、その中の序列を決めるのは身分や実家の財産ではない。王族たちの寵愛がすべてである。寵愛を受けたことがなければ、官女として下働きに落とされる宿命──それは他国の姫君など余程の配慮が必要な者以外は、全員が同じ規律を課されている。

　後宮に入った頃、レイラは十六歳にもかかわらず、折れそうなほど細くまるで子どものような体格をしていた。なぜなら継母に虐げられ、下女と同様に扱われて栄養のある食事を与えられていなかったから。

　国内外から美女を集めていた国王が、そんな貧相な娘に目を留めるわけがない。幸いというべきか残虐王との初夜を免れて、レイラはこの五年間、官女の一人として後宮の下働きを続けていた。

　しかし、永遠に男の関心を惹かないという保証はどこにもない。

　後宮では、労働の対価として最低限の食事と寝床は与えられる。そのお陰で、レイラは時を経るごとに年相応の体型と生来の美しさを取り戻していった。

　官女の装いであるニカーブで顔全体を隠したとしても、北部の出身である身体的特徴は入宮した当初から際立っていた。

　色素が薄い琥珀色の双眸に、月を溶かしたような美しい銀髪、皮膚は輝くばかりの白さである。黒髪に黒い瞳、浅黒い肌を持つ者が過半数を占めるこのハシーム王国には稀な容姿ゆえに、草の染料で髪を染めて顔も小麦色になるようにレイラは見た目を偽るための化粧をしていた。

　その努力のすべては、残虐王の目から逃れるための処世術。もし目立てば、本物のナディアではないことに気づかれるかもしれない……怪しい動きをしたことがわかれば密偵だと疑われて、殺される可能性もあるのだ。

　そんな恐怖に満ちた日々の中でも、彼女は夢見ることを忘れなかった──いつか、ここを出て、本当の名を名乗る自由を手にすることを。

　ただ平凡な幸せを望むレイラにとって、地味な官女として誰の目も引かず老いること、そして自分の本当の名で暮らす自由を得ることが唯一の希望だった。なぜなら、官女は子が産めぬ年齢になると、官女長などの要職に就かぬ者は郷里に返されると聞いた。レイラには帰る場所さえないが、ここで恐怖に怯えて暮らすよりは遙かにましだ。

　──しかし、今、後宮が混乱に陥ろうとしている。国王から身を隠せば、生きていくことができる生活さえも、目の前で終わろうとしているのだ。

（ここで、殺されるの……？）

　愕然として、レイラは肩を震わせた。五年も目立たぬように気を遣い、王族との接触をできる限り回避してきた。それなのに、突然その努力が水泡に帰すなんて信じたくない。

　その瞬間、遥か向こうにいた兵士たちが図書館の方向を指差していた。後宮にいる女を全員逃さないつもりだろうか。

　そうして捕まえられた女は、いったいどこに連れていかれるのだろう……？

（……とにかく、逃げなきゃ！）

　底知れぬ恐怖に駆られて、レイラは身を屈めて走り始めた。







　寵姫たちが捕まるのは早かった。身につけた丈長のケープや多くの飾りがついた腰布サッシュのせいで転んだり足をもつれさせたりして、早々に取り押さえられている。

　それを横目に見ながら、レイラは全力で走った。

「おい、待て！　そこの女っ！」

　兵士にニカーブの裾を後ろから掴まれ、顔が外に晒されるのも気にしなかった。

　この先には、下働きの官女しか知らない通路がある。外部の商人から、食料を受け渡しするための小さな出入口だ。いつもは衛兵が守りを固めているが、この混乱のせいか兵士は誰もいなかった。

（あそこまでいけば……）

　一縷の望みに、レイラは賭けるしかなかった。その入口がどこに通じているのかはわからないが、兵士に捕まって乱暴されるよりは遥かにいい。

　物陰に隠れて追手を躱した彼女は、周りを確認しながら扉を開ける。

（ようやく、外の世界に出られるわ！）

　長い間、レイラが夢見たことが現実になる。音が出ないよう木の扉を後ろ手に閉めると、目の前には開放感に満ちた美しい空間が広がっていた。

　それは後宮に入る直前に見た懐かしい景色だ……国王が居住する巨大な宮殿とその前にある広々とした庭園。その時は、初夜に殺されることを覚悟していたが、再び外に出ることが叶ったのは彼女にとって幸いだった。

　輝くばかりの陽光を受けて白く輝く大理石と碧玉と黄金の丸屋根ドームが印象的な建造物に、砂漠地帯には贅沢すぎる雪花石膏アラバスターの噴水と手入れが行き届いた木々が整然と並んだ前庭が続く。

　青空の下で爽快さを感じるのは、いつ以来のことだろう？　四方を建物に囲まれた後宮の中庭から見る空とは、別次元の開放感だった。

　一瞬、後宮の危機的状況を忘れて、レイラは晴れやかな気分で微笑んでいた。

「ようやく見つけたぞ」

　後ろから男に声をかけられ、彼女はビクッと身を縮こまらせた。

　振り向くと、そこには先ほどいた兵士の一人だろうか……長身の青年が立っていた。小麦色の健康的な肌に、肩につくほどのウェーブがかかった黒い髪。目鼻立ちがくっきりしており、輝くばかりに美しい外見をした男である。

　体の線が綺麗に見える黒地に金の刺繍が入った軍服を着ているが、さっき後宮にいた者たちの制服とは違う凝った意匠のものである。

（この人は、いったい……）

　声をかけてきたものの、なぜかレイラのことを捕まえようともしない。

　彼女に向けられる黒曜石のような双眸は、外界で見る青空よりも清らかで、逃げるどころか視線を外せなくなってくる。

　風がレイラの長い髪をはためかせるのを、男のほうも言葉もなく凝視していた。

　時を忘れたかの如く見つめ合う二人のところに、後宮から兵士が駆けてくる。

「司令官アミール！　女たちは全員捕らえました」

　報告をされているところを見ると、長身の青年はやはり一兵卒ではない。

　アミールと呼ばれるのは、ハシーム王国では陸軍司令官ただ一人だけ──すなわち、レイラはそんな大物と対峙している、ということになる。

（でも、国王のほうが立場は上のはず……よね？）

　その違和感に、レイラは表情を曇らせる。

　確かにアミールは大物ではあるものの、スルタンのほうがこの国での地位は高い。

　それにもかかわらず、スルタンが管轄する後宮に兵士が乱入したということは、国政を覆す反乱が起こったということになる。

　アミールと呼ばれた青年が、反乱の首謀者ではなかろうか？

　そうだとしたら、後宮にいた自分がここで囚われたら、何をされるかわからない。

（……だめ！　逃げなきゃ！）

　慌てて踵を返して走り出したが、強い力で手首を掴まれてしまう。

「逃げるな。お前は、俺と共に来るのだ」

　青年の観察してくるような視線に堪えかね、頬を赤らめながらレイラは頭を垂れた。ニカーブが取り払われて、隠すべき自分の顔や髪を曝け出してしまっていると今更ながらに気づいたからだ。

「お願いでございます……見逃してくださいっ、わたくしは取るに足らぬ官女でございます！　陛下の寵愛を受けたことは一度たりともございませんっ」

「取るに足らぬかどうか決めるのは、お前ではない……この俺だ」

　逃げる間もなく、アミールと呼ばれた青年は呆気なく兵士にレイラを引き渡した。

（あぁ、もう終わりだわ……）

　彼女は、望みを絶たれた絶望と自分を待ち受ける恐ろしい運命に打ちひしがれた。

　一瞬、自由な世界に羽ばたけると思ったレイラは、更に頑強な檻へと入れられようとしていた。







　──牢屋に入れられると思いきや、午後になると元通りに後宮に戻された。

　その理由がわからず、レイラはいささか拍子抜けしていた。

　前日までは、あれほど女に溢れていた後宮の建物内は、恐ろしくがらんとしている。権勢を誇った寵姫たちはどこかに姿を消し、官女の数も半分以下になった。

「……これは、どうしたの？」

　残された官女に聞いたところ、スルタンが寵愛した女たちや外交上の理由で連れてこられた他国の姫君たち、シークの娘たちは荷物と共に故郷に戻されたという。

　すなわち、ここに残ったのは奴隷出身などの身寄りがない女ばかりだ。

　それを聞いて、レイラは恐れおののいた。

（ふつうなら、私も北部に帰してもらえるはずよ。もしかして、本物のナディアじゃないって知られて、密偵だと疑われているんじゃ？）

　しかし、その確証はどこにもない。彼女を連れ戻した兵士から指示されたのは、後宮に戻って、元通りの生活をすることだけなのだから。

　下手に動き回らずに平静を装っていたほうがいい。前と同じように、黒のニカーブを被って下働きの仕事に戻ろうとしたら、いきなり官女長に肩を掴まれた。

「あなたは、仕事をする必要はないわ」

「……どういうことですか？」

「それは私も知らない。でも、湯浴みと着替えをさせるように言われているの」

　理由がわからないまま、レイラは浴場ハマムに連れて行かれた。

　何度か、寵姫の湯浴みの手伝いをしたことはある。低い台に乗った女の体表の汚れを擦って清めた後、高価な香油を刷り込んで揉んで血行を促すのだ。

　閨で王族をもてなすための嗜みとして、下生えの毛をすべて剃り落とすのも、寵姫の身近に仕える官女の仕事。レイラは担当の官女が不在の時に手伝っただけだが、蒸し暑い場所で毎日のようにあの作業をするのは大変だと思っていた。

　それを今、自分自身がされる立場になったことに、レイラは疑問を覚えた。

（なぜ、私が……？）

　そんな戸惑いを口に出したところで、官女たちからは何の答えも引き出せないのは知っている。

　手慣れた彼女たちの手腕により、瞬く間にレイラは清められ美しく磨かれた。わざと暗く染めていた髪は絹糸のような銀髪に戻され、肌の染料も落とされて白い肌が現れた。

　レイラが美しく変身する様子を見ても、官女たちは無言のままだ。後宮では何かを話しかける場合、原則的に身分の高い者から話し始めるのがマナーである。

　残されているのは奴隷出身者ばかりで、中には官女として仕事を共にした者もいるが、訓練された官女たちは感情をまったく表に出さなかった。

　着つけにしても、いつもの官女の装いとはまったく違うものが用意されていた。

　精緻な小花の刺繍がされた水色の上着アンテリに、宝石を散りばめた銀色の飾り帯紐が結ばれる。

　丹念に梳かれて背に下ろされた銀髪は、香油を十分に塗られて艶やかになった。耳輪とネックレス、腕輪に使われた黄金と柘榴石が、レイラの若々しい美しさに高貴な彩りを与えている。

（これが、私なの……？）

　鏡に映る自分の姿を見て、レイラは驚いていた。

　誰が見てもまったくの別人……今朝まで地味な官女に過ぎなかったのに、鏡の中でこちらを見返す女は、他国の姫君のように美しく高貴な印象だった。

　寵姫たちと同じような華々しい装いをさせられたということは、レイラもこれから男の欲望に身を晒す運命が待っているのだろうか──。

　未知の事柄に対する恐怖と悍ましさに、レイラは肩を微かに震わせた。

　最後の仕上げに金の髪飾りと丈長のケープがかけられ、薄絹のヴェールで顔を覆われた。

「あの……いったい、私はどこに連れて行かれるのでしょう？」

　迎えにきた官女長に、恐る恐る尋ねてみる。

　先に立っていた彼女は、ちらりとレイラのほうを振り返った。

「これから、この国を統率する方のもとです」

「新たなスルタン……ということですか？」

　その問いについては、明確な答えはなかった。

　クーデターが起こったのは朝早い時間帯だった。それを考えると、今後この国の政治がどうなるのか誰にもわからない混沌とした状況にあるのだろう。

　後宮に戻る途中、レイラは偶然聞いてしまった……残虐王アハメドが反乱軍に殺され、見せしめのためにその首を城門の前に晒されたことを。

　軍が国王を殺して政権を掌握したのだから、軍のトップがスルタンと同じような名誉と実権を併せ持つという意味だろう。旧来の王政を廃止して新しい国の形を模索中なのかもしれない。

　その瞬間、王宮の庭園で彼女を捕らえた男の姿が脳裏に思い浮かんだ。

（……あの人はアミールって呼ばれていたけれど……でも、いくら何でも司令官っていう責任ある立場になるには若すぎるんじゃない？）

　後宮で長年暮らしてきたレイラには、王都の軍の規模はわからない。

　生まれ故郷にいた頃、シークの配下にいる軍隊の賄いを担当したことがあるが、軍のトップはでっぷりとした中年の男だった。

　だから、レイラを閨に招き入れるのは、あの美しい青年ではないかもしれない。

　中年どころか老人だったり、残虐王のようにとんでもない嗜虐趣味を持っていたりする男に、生贄として差し出されるのではないか──。

　込み上げてくる嫌悪感に、レイラの華奢な体は微かに震え始めた。

　いずれにしても、これからこの身は見ず知らずの男に汚される……相手が誰であっても、それだけは確実な未来予想図。

　ところが、そんな恐怖にほんの僅かな期待が混じる。アミールと呼ばれたあの美しい青年が、自分のことを待っていてくれればいいのに、と──。







　連れて行かれたのは、夜な夜な残虐王のもてなしに使われていた宴会場だ。

　壁面には優雅な彫刻が施され、天頂部にあるのは色硝子の丸窓。深紅に金糸を使った手織りの絨毯が大理石の床を覆い敷き詰められている、何とも優美な空間である。

　しかし、しどけなく薄絹を纏った寵姫たちが羽扇を持ち、残虐王の左右に侍る退廃的な様子を今は見ることはない。その代わりに、軍の関係者と思しき厳めしい顔をした男たちが居並び、ニカーブを被った全身黒づくめの官女や宦官が酌をして回っている。

　これは反乱の成功を祝う宴なのだろう。目の前に並ぶ豪奢な料理は、官女の食卓では見慣れない豪華な品々だ。

　前菜だけで数種類ある。玉葱と香草のサラダ、ひよこ豆のファラフェル、すりつぶした茄子に胡麻やヨーグルトを混ぜたペーストや、レンズ豆のスープ。

　メインには子羊の香草焼きに、魚料理が何種類か並び、漂う素材やスパイスの香りに食欲が湧く。そこに米料理と、薄く焼かれたピタパンが添えられている。

　デザートには、蜂蜜をかけたフレッシュチーズと、ナッツを使った焼き菓子、そして、砂漠が多いこの国には貴重な瑞々しい果実が用意されていた。

（……わぁ、おいしそう！　お腹空いてきちゃったわ！）

　身に迫る危険も顧みず、レイラは並んだご馳走を見て空腹感に苛まれる。早朝に騒動が起こったせいで、ろくに食事をする時間もなかったのだ。

　料理にばかり気を取られている彼女に、官女長は鋭い視線を投げかける。

「ナディア様、あちらにいらっしゃるお方の隣におかけくださいませ」

　丁寧な口調で促されて、高座に視線を上げると、あまりの驚きにレイラは目を見張った。

　かつて国王が使っていた寝椅子形の黄金の玉座に坐しているのは、アミールと呼ばれていた美しい青年だった。軍服姿の兵士たちと違い、彼だけは豪奢な王衣を身につけていた。

　頭に燦爛たる光を放つ王冠タージュを被り、黒に金の唐草模様の優美な外衣カフタン、黒の上衣に青い絹の腰布を巻き、ゆったりとした下衣を身に纏っている。

　首元にある金の首飾りと、腰から下げられた大粒の宝玉が嵌められた半月刀シャムシールが、彼の地位の高さを表していた。

「わかりました……」

　他の官女たちのように酌をさせられるのかと思い、レイラは近くにあった酒の瓶を持ったが、アミールは首を横に振った。

「酌は不要だ。お前は、俺の隣に座ればよい」

「は、はい……っ」

　彼の意図が、レイラにはよくわからない。指示された場所は、どう考えても玉座だというのに……そこに座るとすぐに、傍に控えていた官女が彼女の酒を注いできた。

　これで全員が揃ったということだろうか。アミールは立ち上がり、酒杯を掲げた。

「皆の者、ご苦労だった！　今日を限りに、残虐王アハメドの恐怖政治は終焉を告げた。これからは、軍を中心に新たな国家作りが始まる。本日、南部イブライム州出身の軍司令官セリム＝シャハード・イブライムがこのハシーム王国のスルタンに即位する」

「新スルタン、万歳！」

「我らがアミールに、栄光あれ！」

　拍手と歓声が会場内から湧き上がる。

　男たちの熱狂にレイラは驚き、ただただ圧倒されていた。

「そこで……いささか気は早いが、スルタンの隣には美しい王妃スルタナが必要だ」

　そう言いながらセリムは、レイラの肩を抱き寄せてきた。

「俺は後宮に多くの女を侍らせるこれまでの国王のやり方と、後宮のあり方に疑問を抱いてきた。なので、ここに宣言しよう……俺は生涯かけて一人の女だけを愛する、と。この女はシャキア州のシークの娘として後宮に入り、前国王からは寵愛を得ず、官女として長年過ごしてきた。アハメドに殺されずに生き延びてきた彼女こそ、稀有なる美貌を持つ俺の運命の女……南部と北部の融合、そして国の安定のために俺はこの女を娶る」

「えっ!?」

　隣でおとなしく聞いていたレイラは、青年の言葉に呆気に取られていた。

　アミールがクーデターを起こし、スルタンを討って王位に就くのは既定路線である。そこまではいい。誰がどう考えても、不自然ではないからだ。

　しかし、そこで彼女が王妃にさせられる意味がわからない。

　確かに、ここにいるレイラ──いや、ナディアはシャキア州のシークの嫡女だが、他にも北部出身で同じような境遇の娘は何人かいたはず。彼女たちのほうがずっと美しかったのに、なぜ自分が選ばれたのかがそもそもの謎である。

「後日、公式の結婚式を行うが、今夜は俺たちの初夜だ。悪政を覆すまで苦楽を共にしたお前たちには、俺の伴侶と過ごすこの夜を我が事のように祝ってほしい」

　明らかに戸惑っているレイラに気づかないのか、それともあえて気にしようともしないのか──会場内からは、割れんばかりの祝福の拍手が湧き起こった。

「さぁ、我が運命のスルタナよ。俺たちのための宴を存分に楽しもうではないか」

　薄いヴェール越しに情熱的な視線が注がれ、戸惑っているはずのレイラの体が一気に火照った。







　祝勝会とスルタンの婚姻祝を兼ねている宴は、大いに盛り上がりを見せた。

　弦ウードの旋律や太鼓ダラブッカのリズムに合わせた将軍たちの剣舞に続き、晴れやかな席に似つかわしい美しい踊り子たちの舞踏が披露され、皆の目を楽しませた。

　供された食事はどれもが美味だった。こんな不可解な状況にもかかわらず、レイラは日頃食べられないご馳走に舌鼓を打つ。

（いつ牢屋に入れられるかわかったもんじゃないわ！　今のうちに、しっかり食べておかなきゃ）

　変なところで吝嗇なのは、レイラにとってはこれまで寵姫たちの残飯が唯一のご馳走だったからだ。官女たちには、基本的には僅かな賄いしか与えられない。

　しかも、本物のナディアではないことを知られたら、仮に寵愛を受けたとしても政治的に利用できないと判断され、即刻処刑になるかもしれない……残虐王を殺したアミールならば、レイラ一人の命くらい一瞬で奪うことはできるだろう。

　こんな贅沢をできるのは、神様からの最後の贈り物。そう思うほどに、この状況は夢のようだった。今後も、今夜のような扱いをされるかどうかは神のみぞ知る。

　万が一、レイラが王妃になるなら、その情報は故郷のシャキアにも伝わってしまう。継母や異母姉に知られれば、レイラを虐げてきた彼女たちから何をされるかわかったものではない。

（……与えられたものは、十分楽しむべきよね）

　セリムから勧められて飲んだ葡萄酒も美味だった。焼肉を口にしたら酒が進み、官女に注ぎ足されるままに三杯も飲んでいた。

「食後のミントティーをお持ちいたしますわ」

　四杯目を催促しようと思ったら、案の定、先んじて窘められる。

（あら……あまり飲んだらいけなかったのかしら……？）

　官女の冷ややかな対応を見て、レイラは困惑した。

　滅多に口にできない酒を飲んだせいか、気分がよくなった。こんなにふわふわした気分は生まれて初めて経験する。

　ミントティーと共に食べたデザートも絶品だ。特にナッツが上に載った焼き菓子は、故郷で食べた味に似ているせいか食べ過ぎてしまった。

　目の前で舞い踊る艶やかな美女たちは、若い権力者に色目を使っているのか、必要以上に玉座の近くまで寄ってきて、自分たちの肉体美をアピールしてくる。

　しかし、その妖しい魅力に圧倒されているのはレイラだけ。横にいる男は踊りに興味を示さず、酒を飲みながら彼女が焼き菓子を食べる様子をじっと観察しているようだった。

（私のことなんて見て、何が面白いのかしら？）

　黒曜石のような魅惑的な瞳に見つめられ、レイラは困惑するばかりだ。薄絹のヴェールがあるから、頬が赤らんでいるのは隠せているが、官女のような黒のニカーブで顔全体を覆えないことに一抹の不安がある。

　美しい舞姫たちの扇情的な腰つきを一顧だにせず、セリムはレイラが食事を一通り終えたのを見届けてから彼女の手を取った。

「行くぞ」

「えっ……どちらへ？」

「さっき言っただろう。今夜は俺たちの初夜だ、と」

「初夜……!?」

　たしかにそう聞いたが、あの時はぼんやりし過ぎて実感がなかった。改めて彼から言われると、一気に頬が火照ってくる。

　妖艶な踊り子たちは、目の前にたくさんいる。スルタンなら夜の相手に困るわけがないのに、痩せて貧相な体つきをしたレイラに夜伽を求める要素がどこにあるのだろう？

　口の中にさっき食べた焼き菓子の甘みが残る状態で、レイラは軽々と抱き上げられてしまった。

「きゃ……っ！」

「おい、いくら何でも軽すぎるぞ。まるで、羽毛か何かのようだ」

　セリムは、呆れたように笑う。

「これからは、山ほどご馳走を食べさせないとな。そうしないと、俺との夜に堪えられないぞ」

　そんな二人を囃し立てる兵士たちの野太い声、そして羨望に満ちた官女や踊り子たちの嫉妬の眼差しを背にして、新たなスルタンと初々しい銀髪の乙女は宴会場を後にした。







２．若きスルタンに純潔を奪われて








　──連れて行かれたセリムの寝室は、途方もなく豪華なもの。後宮で寵姫たちが使っている一番広い部屋の倍は大きい気がした。

　しかも、王宮の三階のちょうど中央に位置するこの部屋からは、幾何学的に設計された美しい前庭を眼下に臨めるだろう。大きな窓の前にある台に置かれた銀製の香炉から細い煙が立ち上がり、部屋の空気の流れに沿って妖しく揺れている。

　壁には精緻な刺繍が施されたタペストリーとハシーム王国の国旗、そしてセリムが属する陸軍の軍旗が並べて掲げられている。それは、あたかもこの国の主が変わった、という証拠を王宮に刻みつけているかのようだ。

　毛足の長い絨毯の上に据えられているのは、豪華なソファーセット。

　その奥にあるのは、深緑に葉をモチーフにした金糸の刺繍の緞帳と薄絹のレースがかけられた天蓋つきの寝台だ。何人もの大人が並んで寝られそうな横幅なのは、実際に歴代のスルタンが後宮の女たちとここで夜を明かしていたからではないだろうか。

　寝台の横にあるチェストには貝殻の細工が嵌め込まれており、残虐王が愛した異国趣味を満足させる逸品だった。

（……こんな部屋があったんだ）

　驚きに目を見張るレイラの体は、ようやく寝台の上に降ろされる。

「あ、あのぉ……なぜ、私がこんなところに……」

　密室で若い男性と──しかも、残虐王を弑逆した軍の司令官と二人きり。その恐怖のせいで、レイラの声は微かに震えている。

「さっき、説明したではないか。今夜、お前は俺と結婚するのだ。もしや、それが不満だと言うのか？」

　ハシーム王国において絶対的な権力を手に入れた男は、罠にかかった小動物のように恐怖心を露わにするレイラを、面白くなさそうに見下ろした。

（本当に、私がこの方の妻になるの……？　殺されるわけじゃないの？）

　もしそうであれば、不満などあるわけがない。少し前まで、ぎらつく中年男か変質的な老人に穢されると覚悟していたのだから。

　──しかし、セリムはまだ若く、どんな女でも見惚れるほどの美貌である。

　おそらく、年の頃は二十代半ば。先ほど庭園の太陽の下では美しいと思っていた顔立ちも、スルタンの王衣で玉座にいると軍人出身の男らしさや多くの者を率いている威厳も感じられた。

　この世のすべてを手に入れられるほど魅力的な男が、レイラなんかに興味を示してくるのがとにかく不可解だ。

　それに加えて、レイラは素性を偽って後宮にいる。スルタンの妃になってそのことを隠し続けることは困難に違いない。

　できることなら、この場から逃れたかった。その一心で最後に足掻いてみる。

「あの……わたくしが北部のシークの娘だからという理由ですよね。陛下がわたくしを花嫁に選んだのは。でも、他にも条件が合う官女は、わたくしの他にも何人かいたはずではございませんか？」

　もし再度、王妃を選ぶプロセスをやり直すとしたら、レイラはこの場から逃れられるはず。再度、他の女たちの素性を確認して、王妃を改めて決めることになるからだ。

　ところが、彼女の疑念をセリムはあっさり否定してきた。

「あの時、南部と北部の融合と言ったのは単なる建前だ」

「……それは、どういうことでしょう？」

　平静を装って尋ねると、セリムは艶やかな笑みを浮かべる。

「お前は三つの罪を犯した」

　『罪』と聞き、レイラは思わず戦慄した。

　すべてを見透かすような黒い双眸に見つめられて、じわりと手に汗が滲んでくる。

「一つ目は、明白だな。混乱に乗じて、誰にも許しを得ずに後宮から脱走しようとした罪。そして、二つ目は身分を偽って入宮した罪」

「……！」

　セリムは知っていたのだ──彼女が、ナディアの身代わりだということを。

　これまで五年も隠してきた嘘が露呈してしまい、レイラの頭の中は混乱してくる。

「司令官の諜報網を甘くみてもらっては困る……お前は、シャキアのシークの嫡女ナディアとして入宮したはず。だが、シャキアに忍ばせた間諜からは、ナディアらしき娘と隣のシークの息子との縁談が進んでいる、という話があるではないか」

　それを聞いて、レイラの顔色は更に蒼褪めていった。

　ナディアは、今年で二十二歳になるはず。シークの宮殿の奥の女部屋に身を潜めているとしても、結婚の話が出ないわけがない。まさか、庶子として嫁ぐつもりなのだろうか？

　あの傲慢な異母姉の性格からして、踊り子の娘であるレイラの名前と身分で嫁ぐというのは不満で仕方がないだろう。残虐王アハメドが弑逆され、セリムのように若く美しい国王が誕生したことを知り、自分が王都に輿入れすればよかった、と言い出しかねない。

　いずれにしても、ここでするべきは生殺与奪の権利を持つスルタンに、レイラ自身が被害者だと主張することだろう。すでにナディアの状況を調べているということは、ここで否定しても何の意味もないからだ。

「……お許しください、陛下。わたくしは、シークの愛人の娘……継母の娘とそっくりだから、身代わりに輿入れをさせられたのです！」

「残虐王の噂を聞いて、嫡女を輿入れさせようとする両親はいないからな……」

　なぜか薄暗い表情を浮かべて、セリムはゆっくりと頷いた。

　ひとまず、彼女の弁明は一定の効果はあったようだ。

「素直に認める姿勢は誉めてやろう。お前の名は、レイラ……だな？」

　それは、この五年間、誰からも呼ばれなかった名前──。

　レイラの自我は偽りの名に上書きされていたのに、セリムが本当の名前を呼んだ途端にいとも鮮やかに彩りを取り戻す。ずっと凍えていた心と体に、ほのかなぬくもりが沁みてくるような不思議な感覚があった。

　いずれにせよ、本当の名を調べられているなら肯定するより他に方法はない。レイラは黙ったままで、彼の質問に頷いていた。

「そうか。やはり……」

　呻くような声で、セリムは呟く。

「……国王陛下、三つめのわたくしの罪はいったい何なのでしょう……？」

　レイラは単純な好奇心と話題を変えねばならない必要性から、自分の目の前にいる男にそう尋ねた。

　もう、これ以上恐れることは何もない。この五年間、隠してきたことはすべて暴かれてしまった。自分で偽ったわけではないのでスパイの容疑が晴れただろう……しかし、だからといって無罪にはなりようがない。

　一瞬だけでも晴れやかな席で、若きスルタンの王妃と呼ばれたことに誇りを持ち、その後の沙汰を待つしかない。これまで生きてきて犯した罪を清算すべき時がやってきた。そう思えば、おとなしく運命に従うしかあるまい。

　ところが、スルタンの口からはレイラを糾弾する言葉は出てこなかった。

「……三つ目の罪は、今は問わないことにしよう。いずれ、解消されるかもしれない。その前に、一つ目の罪と二つ目の罪の報いは受けてもらうが、な」

　そう言い終わるや否や、彼はレイラの腰を抱き寄せ、彼女の唇を奪ってきた。

「んっ……」

　くぐもった声が、レイラの口の端から漏れ出る。

　歯列を割られ、舌を引き出され強欲に吸われる。唇と舌、そして口腔内──そのすべてをセリムは求めてくる。口の端から流れ出る唾液は混ざり合って、もうどちらのものなのかわからなくなってから、ようやくレイラは解放された。

　それは、これまで知らなかった感覚……さっき、名を呼ばれた時よりも強く、彼女の本能を揺さぶってきた。

「これから、お前は俺のものになるのだ」

　朦朧とする意識の中、耳元に響いてきたのは低い囁き。

「これまでに、犯した二つの罪を贖うために……どんな女よりも俺だけを求め、そして、愛さねばならない」

　その確信に満ちた言葉は、王命だった。それに従わないことは、すなわち死を意味している。

（もう、他に道は残されていないのよ……）

　レイラは、覚悟を決めるしかなかった。セリムのような美しい男の所有物になるという罰は、無垢な彼女が想像しただけでも羞恥を覚えるもの。

　しかし、そこから滲む密やかで淫靡な香りに囚われたのか、レイラは言葉の上だけでも拒絶することができない。

「わ……わかりました。陛下のお望みのままに……」

　そう答えたレイラの震える唇に、再びセリムの熱烈な接吻が与えられた。







　──香炉から漂う花の香りと、薄絹のレース越しに寝台に入ってくるほのかな燭台の灯り。そして、初めて性的な意味合いで触れられる肉体の感覚。

　そのすべてが、レイラにとってはあまりにも刺激的だった。

　残虐王のようにひどい扱いをしてくるかとビクビクしていたものの、セリムは思いのほか優しく彼女に触れてきた。

　しかし、それはレイラの羞恥心を掻き立てるばかりである。

「ふぅ……、んっ……」

　彼の唇で首筋を辿られ、喘ぎが漏れた。

　白くほっそりした肢体に似つかわしくないほどに豊かな胸を、薄絹の下着の上からそろりと撫でられると、もどかしいような甘い煩悶が全身を包み込む。

「あぁ……だめっ……」

　ぷくりと隆起した先端を捏ねるようにいじられ、レイラは首を横に振った。

　初めて知る官能的な疼きは、彼女にとってたえがたいもの。

　継母たちに虐められたり下女としてあくせく働いたりすることには辛抱強く堪え忍んだレイラも、この春の嵐の前触れのような甘い苦悩には弱かった。

　感じてしまうのが、とにかく恐ろしい。

「……いや……そんな風に、触らないでください……っ」

　慣れない感触に泣きそうになるレイラに、セリムは低い声で囁いた。

「ほう……俺の花嫁は、ずいぶんとかたくなに愛撫を拒むのだな」

　そのままやめてくれるかと思いきや、彼は予想できない行動をとってきた。胸をまさぐっていた手を、するりと下着の裾に入れてきたのである。

「きゃ、ん……っ！」

　あまりに唐突な攻撃に、レイラは悲鳴じみた声をあげる。

　太腿の辺りをまさぐられるだけで、くすぐったさばかりではない奇妙な感覚が湧き起こる。どんどん浮き立っていく肉体に、彼女は戸惑っていた。

「お前は嘘つきだ」

　そう言いながら、セリムは酷薄な笑みを浮かべる。

「きゃっ……！」

　透けそうなほど薄い布でできた下穿きを上からなぞられると、レイラはその違和感に打ち震えた。

「こんなに、女の部分を濡らしているじゃないか」

「あぁ……っ」

　指摘されて、レイラは狼狽してしまう。

　先ほど、官女の手によって微かに生えていた下肢の毛を剃られてしまった。

　外部からの刺激を防御するものがない敏感な部位の皮膚は、彼の指先でまさぐられるだけで異様な昂ぶりを生じさせていた。

「直接、俺が確認してやろう。お前の嘘つき度合いを」

　そう脅されると、あまりの恐ろしさに抵抗することすら忘れてしまう。

　後宮に入ると、最低限の閨の知識は官女長に教わることになっている。ただ、あくまでそれは大雑把なことだけ。何をされてもスルタンに歯向かわず、おとなしく従うこと……それが一番大事なことだ、と告げられた。

　結局、アハメドの寝室に呼ばれなかったレイラは、それ以上の話も聞かず無垢なままでこの五年間過ごしてきた。

　未知の経験をしている寵姫は時折艶っぽい話をしてくるが、レイラは猥談の類が始まると居たたまれない気分になった。

　以前は淫猥だと忌避していたことが、自分の身に起きようとしている──それは、嫌悪感というよりある種の恐怖だ。

　ナディアの身代わりとしてここにいるとしても、男に愛でられることでこれ以上自分が変わってしまうことが、ただひたすら怖い。

　布から触れるだけでは足りなくなったのか、セリムは彼女の下穿きに手をかけた。

「セリム様……、な、何を……っ!?」

「そんなに緊張するな。俺は、お前を取って食おうとしているわけではない」

　宥めるように言われても、下穿きの横の紐をほどかれると、レイラは顔を手で隠してしまう。

　自分でも、ふしだらに下肢の秘花を濡らしていることを知っているから、恥ずかしくなったのだ。

「あぁ……」

　絶望的な声を漏らすが、辱めがそれで終わるはずがない。

　確認するように触れてくるセリムの指──レイラが服の上から愛撫されて感じたことを、彼に知られてしまった。

「官女長は、お前は男を知らないと言っていた。処女がこんなに溢れさせるものなのか？」

　訝し気に問い質す声に、思わず震え上がる。

「は、はい……スルタンの寝室に召されるのは、これが初めてですから」

「ふぅん？　それも確かめてみなければ、な」

　何をして、確かめるのだろう……そう疑問に思う間もなく、両足を大きく開けさせられる。

　そして、露わになったピンク色の花弁を左右に割る。

「……ん、は、あぁ……な、何を……!?」

　ぬめった感触に顔を覆っていた手を除けると、あろうことかセリムは彼女の秘花に顔を寄せた。

　舌先で味わうように蜜を啜ってくる。粘膜に唇が触れ、舌先が膣孔を嘗め回すと、レイラの肉体に淫らな煩悶が起きた。

「……あぁ、あ……ん……っ」

　恥ずかしくて堪らないのに、込み上げてくる快感には抗えない。

　拒絶するどころか、もっとしてほしい……深く抉ってほしいと望んでしまうのは、女としての本能的な希求だろうか。

「はぁ……っ、ふぅん、んっ……」

　悩ましい吐息は、まるで自分のものではないように甘ったるい。

　大広間の騒めきもここまでは聞こえてこない。静かな部屋の中には、ただ彼女の喘ぎと舌でまさぐられる湿った音しかない。

　部屋に漂う甘い香りは、さっきよりも一層悩ましさを増したように思えた。

　いつの間にか指先で花襞の内側をいじられていたが、違和感はなかった。むしろ、舌先で触れられるより奥をいじられて、もたらされる快感に知らぬ間に腰がうねってしまう。

「あぁ……っ、ん、ん……っ」

「やっぱり嘘つきだな。お前は感じているはずだ」

　体を起こしたセリムは口で彼女の下着の肩紐をずらし、露出した白く豊満な胸の先端に舌先を這わせてきた。

　反応を窺うような上目遣いの目線が、やけに艶めかしく感じてしまう。

「……ひ、ぁん……っ！」

　淡い紅色の花弁のような部分が舐められた瞬間、小さな凝りになった。

　官能を直接的に伝えてくる突起を唇や歯で愛でられ、それと同時に下肢の蜜壺をいじられている。

　二つの性感帯からもたらされる悦楽は果てしなく、レイラはただ体中に溢れる甘い苦悩を寝台のシーツを掴みながら堪え続ける。

　ひとしきり彼女を乱した後で、セリムはようやく彼女をもてあそぶのを止めた。

「一つだけ……官女長が言う通り、お前が無垢だということは間違いないようだ」

　にやりと笑うと、寝台の横のチェストから青磁の小さな壺を取り出す。

　その中身は、とろりとした粘度のある液体。たっぷりと指先に取り、セリムはレイラの秘裂へと塗りつけた。

「ひゃ……」

　冷たい感触は、なぜかすぐに熱っぽい疼きを与えてくる。

　レイラの戸惑いはそれだけでは終わらない。セリムが濡れた花園の中に指先を潜らせると、さっきまでとは比べ物にならないほど花襞が過敏になっている。

（なに、これ……!?）

　じりじりと性感が強まっていき、自分の女の部分が熱っぽく潤んでくるのがわかった。

「……あ、ぁ……っ……！」

「ああ、これはよく効くようだな。官女長に褒美をやらねば」

「え、何を……っ……っ」

　指先で花壺の中の一点を執拗にいじられ、抜き差しを速められると、レイラは止め処ない悦楽に押し上げられていく。

「ひぁ、あ……あ、ん……っ……！」

　小さな悲鳴じみた声をあげながら、寝台の上でビクビクと体を波打たせる。

　疾風に巻き込まれて突き落とされたような、味わったことがない苛烈な衝撃だった。そして、それが性的な意味合いの煩悶である証拠に、蜜壺が小刻みに蠢動を続けている。

（いったい、何が起きたの……？）

　それを考える間もなく、セリムは着衣を脱いで雄々しい屹立を彼女の前に晒してくる。

　初めて見る男の象徴のあまりの凶暴さに、達した直後の気だるさも忘れて、レイラの体に緊張が走った。

「中をいじっただけでイケるとは驚きだ。お前の肉体が優秀なのか、その媚薬の品質がいいだけなのか……それを俺自身の体で確かめられるとは、これこそ極上の娯楽だな」

　彼の言葉で、先ほど塗り込まれたのが媚薬だと知る。

　確かに、残虐王の寝室には様々な怪しげな薬やら嗜虐的な好みを満足させるためのいかがわしい器具やらが置いてある、と寵姫の一人が話していたのを聞いたことがある。

　残虐王の目に留まらぬよう身を縮こまらせて生きてきたから、そうしたものの具体的な使用法は知る由もなかったが、まさかそれを我が身に使われたとは……！

　怯えた素振りを見せるレイラを、慰めるかのようにセリムは付け足してくる。

「おいおい、そんなに怖がるな。媚薬とは言え、初夜に使うものだ。破瓜の痛みを和らげるのが主目的だと聞いている。俺はどこかの極悪人と違って、女を痛めつけて喜ぶような男ではない」

　そう言いながら、セリムは彼女の微かに蠢く花園に指を差し入れた。

「ん、うぅ……っ」

　さっきよりも本数を増やされ、ぐちゅぐちゅと蜜壺の中を攪拌される。

　圧迫感はあっても、堪えがたい痛みはない。むしろ、もっと奥まで来てほしい……という、あり得ないほどに淫らな渇望が芽生えてくる。

「……ん、はぁ……っ」

「これで痛がらないってことは、俺を受け入れることもできるはず」

　セリムはそう低く呟くと、レイラの両足を肩の上に抱え上げ、自身の中心部を彼女の花園に押しつけてきた。

　粘膜同士が擦れ合う感触にうっとりしてしまうのは、媚薬の効果なのだろうか。

　花蜜を絡めるように表面を擦りつけられると、早くその先の感覚が知りたくて性感帯ばかりか全身まで火照ってくる。

「入れるぞ」

　低い声で囁かれると、下肢が未知なる行為への期待にキュンと熱く疼いた。

　レイラ自身の溢れる蜜と内側に塗りこめた媚薬の助けを借りて、処女孔の内部にセリムの欲望が埋め込まれていく。

「あ、ああっ……！」

　瞬時に、頭の中が何も考えられなくなった。

　先ほどまでのじれじれした悦楽が瞬時に消え失せ、男性の象徴を受け入れるには狭すぎる蜜孔を拓かれる違和感と、鈍い痛みがレイラに襲いかかってくる。

「ん……っ、あぁ……っ」

　細い声で呻くが、この行為を止めさせることができないのはわかっている。

　セリムはこの国の統べる王だ……後宮にいるレイラは彼の所有物なのだ。

　名を偽ってスルタンが出入りする後宮で暮らしてきたことを考えれば、その罪を贖うためにも権力者の言いなりになるのは官女としては当然のことだった。

「大丈夫か……？　力を抜け。そうすれば、少しは楽になるはず」

　気を遣ってそう囁いてくるセリムに、ろくに答えることさえできない。

「ん……ぁ、あ、あっ……」

　彼のすべてを受け入れるには咲き初めの花は狭すぎて、華奢な体が壊れてしまいそうな恐怖があった。

　先ほど蜜口に受け入れた指とは比較できないほど彼の男性自身は長大で、そして何より火傷しそうなほどに熱い。

　そんな苦悶の表情を浮かべる彼女の唇を、セリムはお構いなしに求めてくる。

「……んっ……」

　体の奥深い部分で淫靡に重なり合い、口内もまさぐられる。

　異性に求められるということが、こんなにも激しいものなのか、とレイラは初めて知った。

　セリムに触れられるところすべてに火照りを覚える。執拗に舌をまさぐられるうちに、レイラはどこか甘くもどかしいような感覚を味わい始めていた。

　自分を深々と所有するセリムの背に手を絡めると、なぜか肉体の強張りが少しずつ解けていく。

「……いい具合だ。狭くて、熱くて……お前の肉体の素晴らしさを知ったら、あの愚かな王は地獄で悔し涙を流すだろうに……」

　耳朶に低く艶やかな声で囁かれ、濡れた隘路を苛んでいる肉塊がゆっくりと奥まで侵食すると、レイラの中に奇妙な疼きが湧き起こる。

　先ほどまで感じていた痛みは、次第に灼熱感に上書きされ、何が苦痛で何が快感なのかわからなくなってきた。

　それが媚薬の効果なのか、それとも自分が淫らなだけなのか……当の本人にも理解できない。

「……ふぅ……ん……っ」

　彼女の呻きには、ほのかな媚態も混じっている。

　ようやく長大な肉筒を奥まで満たし、セリムは満足したように笑った。

「これで、お前は俺のものだ。この破瓜の血は、俺の所有の証」

　言われて下を見下ろすと、二人が交わった部分から流れる血と粘液が混じったものが、リネンに薄紅色の染みを作っていた。

「あぁ……っ」

　あまりの恥ずかしさから、レイラは首を横に振った。

「……い、や……っ」

「いや？　俺に抱かれるのを待ち侘びている女が山ほどいるというのに、お前は贅沢な女だな」

　そう言いながら、セリムはレイラの狭い花壺を味わうように動き始める。

「ふぅ、……ん、んっ……！」

　今感じているのが快楽なのか、それとも悍ましさなのかわからない。熱い楔に揺さぶられ、レイラはじりじりと身を炙られるような感覚に身を委ねていた。

　そんな彼女に、セリムは目を細めた。

「……まぁ、それもよかろう。無垢なお前が自分から欲しがるように仕込むのも、また一興だからな」

「んっ……、あぁ……っ」

　咲き初めの花は、媚薬の催淫効果が効いていたせいか綻びを見せている。敏感な蜜壺の中を深々と穿たれると、レイラの口からは止め処なく喘ぎが漏れた。

　振動で揺れ動く白い大きな胸に、セリムは手を伸ばした。

「あっ、ひゃあん……っ！」

　柔らかな双丘を鷲掴みにされ、触れられるだけで凝った両の乳首を指先で刺激されると体全体に甘い疼きが広がった。

「だ、だめ……、ん……っ」

　得体の知れない快楽に惑わされ、レイラは上擦った声をあげる。

「こんなに締めてくるのにまだ拒絶するとは、本当にお前は大噓つきだ」

　艶のある美声で詰られると、胎内におかしな愉悦が込み上げてきた。

「……んっ、ああぁ……！」

　レイラの肉体は、すっかり浮かされたようになり、彼の雄を咥え込む花襞がビクビクと収縮する。

「あぁ……」

　そんな彼女の変化を、すぐさまセリムは感じ取ったようだ。

「初めてだというのに、覚えは早いじゃないか。すっかり、感じているのを隠せなくなったようだな」

　まるで褒美を与えるように、若きスルタンは再びレイラの唇を求めてくる。

　体を深く折り曲げられたせいか、実際そうなのか、さっきよりも彼の昂ぶりが体積を増しているように思えた。

　奥深い部分を穿たれながら舌を吸われるのは、どうしようもなく熱くて苦しい。

　しかし、誰かに抱かれていると考えると……しかも、その相手が若く美しいスルタンだと思うと、レイラの中におかしな優越感に混じって甘い浮遊感が生まれてきた。

「あ、あぁ……ん……も、う、だめぇ……っ……！」

　切迫感のある悶えに、レイラは腰を揺らめかせる。

「だめ？　また、だめか。なぜだ……あまりに良すぎるからか？」

「……ふぅ、ん……あ、ぁ……！」

　彼女の反応の変化を感じ取ったセリムは、奥まで入った肉の楔を引き抜き、また奥まで重みをかけて一気に貫いてくる。

　それは処女と交わるには激しすぎる攻め方だったが、レイラの肉体は喜びを示している。

　体が壊れそうだという恐怖と共に、浮き立つような甘い感覚は嵐のような快楽の渦に変化していた。

「あぁ……、だめっ、そんな……っ」

　最奥の感じる部分を何度も激しく突かれ、レイラは体を打ち震わせた。空中でさまよっていた爪先が、悦楽を感じたせいでぴんと伸びる。

　激しい抽送の末、歓喜の淵へと押し上げられた。

「……んっ、あ……っ、……あぁッ……！」

　声にならない叫びをあげ、レイラは限界まで背を仰け反らせた。

　すでに悦楽の深さを知る肉体は、内奥から響いてくる甘い悦楽を余すところなく味わい続ける。

　絶頂の余韻に蠢く蜜壺は、そのまま容量を増した雄になぶられ続ける。

「あ、あああ……っ、もう、無理っ……」

「いい子だ、レイラ……俺の子種を一滴残さず受け止めろ」

「ひ、あぁ……んっ……！」

　彼女の蜜路をびっちりと占めて蠢いていた肉の剣が微かに震え、レイラの子宮口を目がけて白濁とした精を吐き出した。

「……は、ああ……」

　花壺の奥に注ぎ込まれた生温かな液体の感触に、レイラは瞼を閉じた。

「レイラ。お前はもう、俺のものだ」

　まるで、愛の告白のようにも聞こえるセリムの低い呟き。

　彼の逞しい体に抱き寄せられ、レイラはつかの間の微睡みに落ちた。

　長い一日が終わろうとしている──軍の反乱に始まり、下っ端の官女から引き上げられ、寵姫のような扱いをされ……そして、若きスルタンに純潔を奪われた。

（寝て覚めたら、ぜんぶ夢だった……かもしれないわね……）

　レイラは北部のシークの嫡女ではなく、しがない踊り子の娘。本当のナディアではないと知ってもなお、セリムは彼女を求めてくる。

　もし夢だとしても、うれしかった。ずっと、孤独だったから──。

　あたたかな男の腕に抱かれ、レイラの意識は完全に白い靄の中に溶けていった。







３．咲き初めの乙女は愛欲に溺れる








　翌日、目が覚めてもレイラは官女に戻されなかった。

　すべてが夢ではなかった証拠に、彼女の居室はそれまで寝起きしていた使用人部屋から、アハメドのお気に入りの寵姫が使っていた快適な部屋に移された。

　目の前には陽当たりがいい中庭が広がり、季節の花々や青と白のモザイクで造られた噴水が望める美しい居室である。寝室と居間が分かれており、贅沢なことに専用の浴室までついていた。

　浴室の脇にある衣装室の中も、絢爛豪華だった。東方から輸入した生地で作った色とりどりの服が所狭しと並び、諸外国からの献上品だという豪奢な宝飾品も取り揃えてある。

　前王の寵姫たちは、全員が郷里に戻された。身の回りの品のすべてを持ち帰ったため、ここにある服は、国王の寵姫になったレイラのために商人が今朝持ってきたものだという。

「こんなにたくさん!?　私一人には多すぎますわ！」

　案内をした官女長にそう断ろうとすると、彼女は表情をまったく動かさずにこう答えた。

「スルタンの寵姫は、日に何度もお着替えをされるのが普通でございます。特にナディア様は王妃になるお方。常に優雅で高貴な装いをせねばなりません」

　昨日までは配下の者に対する高圧的な口調だったのに、レイラがセリムの寵愛を得てからは、一転して丁寧なものに変わっている。

「高貴、ですか……」

「ええ、その通りでございます。それに新たなスルタンは他の女は不要とのこと……ナディア様が王妃になるということを考えれば、早くお世継ぎを作らねばなりません。スルタンの興味を惹くためにこれくらいあっても、けっして多すぎはしませんわ」

「世継ぎ……」

　昨晩、男を知ったばかりの彼女はその重大さについて実感が湧かないでいる。近々、セリムの興味が自分から離れると予期しており、子作りのことなど考えられない。

　己の立場を客観視できずまだ薄ぼんやりしているレイラをどうにかしたい、という確固たる意志が官女長からは感じられる。

「これからは、妃教育の時間も設けさせていただきますよ」

「妃教育……ですか？」

「その通り。寵姫ならば見た目の美しさと気立てのよさ、閨の技巧で事足りますが、スルタナとなれば別でございます。シークだけではなく各国の国賓のいる席に妃として同席するのですから、最低限の教養は身につけませんと」

　それを聞いて、レイラはあまりの自分の無教養さに恥じらいを覚えた。

　官女長は知っているはず……彼女がこの五年間、どのように過ごしてきたかを。

　下女同然の仕事をひたすらこなすだけで、レイラは国王や寵姫たちからなるべく隠れて暮らしていた。他の女のように野心を抱いて王族の傍仕えの官女になりたがったり、官女長に取り入って後宮の女として役立つ素養も身につけようとしたりもしなかった。

　なぜなら、レイラはナディアのふりをしてここにいる。北部のシークの嫡女として育ったはずなのに、楽器一つ弾けず読み書きも不得手というのはあまりに不自然だから。

　それゆえ、官女への教養の時間が設けられても参加せず、目立たぬようにしてきた。仕事の合間に引きこもっていた図書室でも、最低限の文字しか理解できないから、読めるものと言えば子どもが読むような絵本だけだった。

　そんな自分が、公的な場所に呼ばれるなんて考えるだけでも恐ろしい。

（あぁ……夢だったらよかったのよ！　私は官女として過ごす生活がお似合いだわ！）

　そう心の内で嘆くが、事態は彼女の思い通りに変わることはなさそうだ。

　レイラとてわかっている。官女長は己の執務に忠実なだけ……意地悪をしているというわけではないことを。

　彼女の処遇については、国王の意志で定められている。本物のナディアでないことを知っているセリムが、教養を身につけさせろと官女長に命じたのではないか。

　秘密を知られている以上、彼の指示には従うしかない。スルタンの機嫌を損ねて、利益になることなど何もないのだから。

「……そのようなわけで、これからはナディア様の毎日はかなり忙しくなりますわ」

「はい……」

　上目遣いで官女長の顔色を窺いながら、レイラはおとなしく頷いた。

　官女長は後ろに控えていた官女から紙の束を受け取り、それをレイラに手渡す。

「こちらが、当面の予定表でございます。スルタンがお越しになるなどの例外を除いて、この通りに授業が行われると思っていただいて結構です」

　ざっと見れば、礼節、歴史、琴や母国語など上流階級に属する娘なら素養ともいえる科目が並ぶ。それ以外にも近隣諸国の言語や哲学、法律の授業まであった。

　正直、そこまで必要かと思うが、わざわざ用意されたものに文句を言えるわけがない。

「あら……？」

　予定表に今日の日付を見つけ、レイラは思わず尋ねていた。

「これ……もう、この後から始まるってことですか？」

「当然でございますわ。婚礼まで日がございませんから。さっそく、歴史の教師を呼ぶのでお待ちくださいませ」

　人の悪い笑みを浮かべる官女長に、レイラはげんなりした表情で頷く。

　王妃になるのは、生易しい道のりではない──近い未来でさえ定かではないレイラだったが、妃教育が慣れるまでは毎日が苦行の連続になることだけは、容易く想像することができた。







　執務が多忙だったようで、セリムは三日ほど後宮に姿を見せなかった。

　四日目の夜、早々に寝支度をしてシーツの中に潜っていたレイラのもとに、セリムが訪れたのは日付が変わる間際だった。

「……セリム様、今夜もいらっしゃらないかと思っていました……」

　寝台の隣に体を潜り込ませたセリムに、レイラはそう声をかける。

　無視してもよかったけれど、せっかく来てくれたのに一言も交わさないのは不誠実だ。

　レイラが起きていると知り、セリムは枕元のランプの火を調節して彼女の顔を凝視する。

「寝たふりをしないとは殊勝な心がけだ。お前は、俺にまた襲われてもいいようだな」

　低い声で囁かれると、レイラはあまりの恥ずかしさにシーツで顔を隠した。

　セリムはそれを取り払って、彼女の細い体を抱き寄せてくる。

　彼の体温を感じるだけでレイラの肉体の奥底に、欲望の炎が灯った。拓かれたばかりなのに、身近に彼がいると思うだけで女の本能的な部分がじくじくと疼いてくる。

「……抱いてもいいか？」

　わざわざ許可を得ようとする理由がよくわからない。この後宮にあるもののすべては、スルタンである彼の所有物だというのに。

「もちろんですわ、セリム様……」

　スルタンには従順であるように、という官女長の教えのままにレイラは頷く。

　律儀に許しを得るとセリムは、レイラの着衣を脱がしていく。

　とは言え、薄紫色の夜着は胸の前を一箇所リボンで留めるだけのもの。寵姫はいつでもスルタンを楽しませなければならない、という官女長が選りすぐった煽情的な代物だ。

　薄絹の生地が透けているからきちんと着ていても十分恥ずかしいが、あっさりと肌を露出されてしまうと途端に心細くなる。

「白くて美しい肌だ……まるで東方から献上される上質な真珠のようだ」

　耳元に低く囁かれる賛美の言葉に、レイラは頬を赤らめた。

　そして、露わになった肢体に与えられてくるセリムの強すぎる視線から、そっと目を逸らした。

「……っ……」

　セリムの唇が柔らかな肌を這い回ると、レイラは微かな吐息を漏らす。

　ここ最近、官女長の監督のもとで彼女には豪奢な食事と、頬が落ちるほど美味な間食が与えられている。

　その甲斐あって、後宮の賄いだけで長年過ごしていた栄養失調気味の体は、次第に健康的な血色を取り戻しつつある。もともと胸だけは誰もが羨むほど豊かだから、ようやく年相応の体つきに近づいてきていた。

　その咲き初めの女の肉体を、セリムはゆっくりと愛でていく。

「はぁっ……っ……」

　セリムの掌が、彼女の大きな胸の形を確かめるように揉みしだき、先端の薄紅色に色づいた部分にそっと触れる。

「ん……っ、ああ……っ」

　じわりと生まれるむず痒いような感覚は、たしかに快感だった。

　ぷっくりと膨らんで硬くなった突起の部分を、指先で軽く捏ねられて感じるのは下腹部に響く甘い悶え。

　レイラは思わず、腰を妖しくうねらせてしまう。

　彼に与えられる快楽は、レイラの体内で少しずつ蓄積していった。

「……あんっ、だめ……っ……」

　丹念な愛撫を拒むように、背をしならせる。

　あまりにも気持ちが良すぎて、まだ触られていない下半身が疼いていた。

　もぞもぞと太股を擦り合わせると、知らぬ間にそこに湿り気があるのを感じ取って、レイラは狼狽してしまう。

（い、や……こんな、淫らな……）

　それは、どうしても否定したい事実だった。

　過去にどんな風に、継母に罵られてきたことだろう。お前は淫らな女の子どもだ、と何度言われたことか……。

　母が娼婦のような踊り子だから、お前もきっとそうなるのだ、と何度も詰られた。

　だから、色気で権力者に取り入る女にはならない、と子ども心に決めたはず。しかし、結局は自分もそうなってしまったことが、微かにレイラの心を傷つけた。

　ほろ苦い記憶が浮き上がってきたものの、その思考は体に与えられる熱に溶けて霞んでいってしまう。

　ぎゅっと閉じている太股の間に、セリムの手が潜り込んでくる。

「……どうした？　俺の妃は、今日はご機嫌斜めのようだな」

　太股を開かせるのが無理なら、とセリムの標的は割れ目の起点にある小さな肉芽に移った。

　その部分は、どうしようもなく無防備だった。

　律儀なほどきっちりと、浴室担当の官女がレイラの下肢の繊毛を剃り上げるものだから、セリムはありのままのレイラの造形を目の当たりにできるのだ。

「んっ……、何をっ……!?」	

　異様な感覚に震えるレイラに、セリムは微かに笑いながら説明してくる。

「ここは、この前はいじってやらなかっただろう？　女は誰でも、ここを捏ねられるとよがるんだ。今夜は、お前を存分に楽しませてやろうじゃないか」

「ひゃん……っ！」

　肉の包皮に隠されたその突起を、セリムは指先でざらりと触れた。

　ただそれだけのことなのに、苛烈な刺激がレイラの下肢を走り抜けていく。

「……やっ、やぁん……っ！」

「そんなに反応するとは……俺の妃は、ここの感度が並外れているらしい。ゆっくりと快感を味わい尽くすがいいさ」

　欲望に濡れた声音で囁かれると、甘いもどかしいような感覚が胎内に芽生えて、じわりと全身に広がっていく。

「ふ……、んんっ……っ」

　花襞を内側からなぶられるのとはまったく違う快楽だった。

　それに戸惑っているレイラをさらに追いつめるように、セリムは指先でくいっと肉の砦を上に除けた。

「……きゃっ！」

　守るものを失った花芽はどこよりも敏感になっている。

　微かに触れられただけでも、疼くような微かな痛みとおかしな感覚がレイラに襲いかかってくる。

「あ、ああっ、だめっ！　そこ……っ」

「ここが気持ちいいってことか？　レイラはいつも、口と体の反応が裏腹だからな」

　じりじりと指先でまさぐられ続けると、疼痛ばかりではなくぞくぞくとした快感も一緒に体を駆け巡っていく。

「あっ……ほ、本当に……、んんっ……！」

「こんなに硬くなっているのに、何を今更？」

　ぎゅっと閉じていた瞼を開けると、好奇に満ちた黒曜石のような瞳がレイラを見つめていた。

　セリムの眼差しに晒されるだけでひどく感じてしまい、彼女の口元からは喘ぎが止まらない。

「ふぅ、んー……っ、ああぁ……っ……」

　彼女の感度を表すかのように、先ほどまで柔らかだったその部分は、官能を凝縮したように芯を持っている。

　それまで痛みと綯い交ぜだった快楽も、彼に触れられるたびに喜悦のみを拾うようになってきていた。

「……はぁ、だめ……、なんか、変になるぅ……んっ……！」

　胎内に嵐のように吹き荒ぶ激しい熱が、まるで出口を探すかの如くレイラを翻弄している。

　それは、水を限界まで溜めた防波堤が壊れる寸前のような恐怖感。吹き荒ぶ快楽に飛ばされないように、とレイラは彼の筋肉質な腕に手を絡ませた。

「あぁ……っ、セリム様っ、お願い……っ」

「変になるのがいやなら、足を開け。そうすれば、ここはもう許してやろう」

　彼女が背にまで這わしてきた手を取って、指先に口づけをしながらセリムはそう提案してきた。

「は、はい……」

　未知の快楽に身を委ねる恐怖よりは、この前経験したことのほうがいい。

　そう思って、セリムに言われるがまま足を開いていった。

　花芽への刺激で感じた興奮の度合いを示すように、彼女の薄紅色の花園は歓喜の蜜で潤んでいる。

　さほどの抵抗もなく、蜜口はセリムの指を受け入れていく。

　指先を根本まで埋めてしまうと、彼はレイラの内側に潜む性感帯を探りながら、ゆっくりと動かした。

「あっ、あぁあん……っ」

「お前はここをいじると、いい声で啼くのだな」

　レイラが反応する場所を刺激しながら、セリムはそれと同時に硬く凝った花芽を強く押した。

　その瞬間、それまで体内で滞留していた快感のすべてが決壊して、レイラは大きくうねった喜悦の波に浚われていく。

「ん、んんっ……、きゃ……あっ……ッ！」

　反り返った背や力んだ足先までもが、疼くようなもどかしい掻痒感に襲われ、脳裏は真っ白に染められていく。

　もうこれ以上は無理だ。そう思ったが、セリムの指技は彼女の絶頂を感じ取っても止まることはなかった。

「……あッ、だめっ、だめなのっ！　これ以上、いやぁん……っ！」

　びくびくと絡みついてくる蜜襞を更になぶるように、彼の指の律動は速められていった。

　そのせいで絶頂は長引いて、恐ろしいほどの愉悦をレイラに与えていた。

「んっ……だめ、お願いっ……！　もう……ッ……」

　そう哀願したものの、レイラは女の喜びを貪欲に求め始めていた。

　二度目の大きな波に呑まれた瞬間、彼女は夥しい蜜液を吹き出した。

「あ、ああ……っ」

　達したばかりで呼吸を荒くしているのに、セリムはなかなか責めを止めようとしない。

　セリムに蜜壺を刺激されるたび、奥から溢れる飛沫が彼の浅黒い肌を濡らしていく。

　ようやく律動を止まり解放されても、己の肉体に何が起こったのかわからず、レイラは呆然としていた。

　彼女が淫らな反応をすればするほどに上機嫌になるようで、セリムはレイラの頬に何度も口づけを与えてきた。

「……素晴らしいよ、レイラ。この前まで、純潔を守っていた乙女だとは思えぬ変貌ぶりだ。やはり、お前には閨の才能があるようだな」

　後宮の女としては、それ以上の誉め言葉はないだろう。しかし、継母に傷つけられた経験があるレイラは、素直にその賛辞を喜べない気分だった。

　無言のままの彼女を咎めるわけでもなく、セリムは着ていた白の前開きの夜着を脱いでいく。

　無駄のない筋肉に覆われている肉体は、まるで古代の絵画に描かれた英雄のよう。

　滑らかで健康的な小麦色の肌と引き締まった体つきは、誰もが見惚れる芸術的な美が宿っている。

（あっ、国王陛下になんてことを……）

　先日の宴の踊り子たちのように不躾に眺めていると気づいて、レイラは思わず頬を赤らめた。

「いいぞ、いくらでも見て。俺はお前だけの男だ」

　彼女の羞恥心を感じ取ったのか、セリムは意地悪な笑みを浮かべた。

　そうは言っても、このハシーム王国のスルタンである彼が、自分のものだなんて思えるわけがない。

　レイラはただの身代わりだ。シークの嫡女であるナディアの名を借りた偽者に過ぎない。

　そんな不安定な立場である彼女が、寵姫どころか王妃になるなんて恐れ多いこと。

（……じきに飽きられるわ。私なんて、どうせ無教養な女なんだもの）

　ここ数日で、自分がいかに無知なままで生きてきたかをレイラは痛いほど思い知った。

　至らない生徒を根気よく教えている教師たちには、本当に申し訳なく思っている。

　──そんなレイラに比べて、セリムはどうだろう？

　長年、ハシーム王国の中央政権とは縁遠い世界にいたというのに、彼は軍事や政治ばかりではなく様々な素養に長けているらしい。

　これまでの悪政を覆した英雄に、官女長は傾倒しているようだ。レイラにも彼に関する情報を事あるごとに伝えてきて、セリムの賛美をしてくる。

　南のシークの息子として、然るべき教育を受けてきたからかもしれないが、軍の司令官になり反乱を成功させるほどのカリスマ性を持つのだから、そもそもの土台が運命に翻弄されるばかりのレイラとはまったく違う。

（私には、眩しすぎる方だわ……）

　レイラは心底そう思っていた。

　継母に虐げられてきたせいで自己肯定感が低い彼女は、セリムに激しく求められることに戸惑い、どこまで心を許していいものか悩んでいる。

　身代わりの寵姫という立場ゆえに、いつか離れなければならない時が来てしまいそうで怖い。

　この美しい男が与える快楽に慣らされ、後宮での贅沢な暮らしが当然だと思えば、それらを失った時の喪失感に堪えられなくなりそうだから……。

　そんな彼女に、黒曜石のような双眸を向けていた彼は切なそうに呟いた。

「お前が、怖くなる時がある……いつか、俺の前から消えていなくなりそうで」

「えっ……？　どういうことですか……？」

「俺の前から逃げるような真似は金輪際するな、ということだ」

　まるで底知れぬ執着を示すような睦言に驚くレイラを見つめながら、セリムは己の熱く猛ったものを濡れた蜜口にあてがう。

　ゆっくりと唇を塞がれながら、そのまま腰をぐいっと進められた。

「……ふ、うぅ……っ」

　微かな呻きが、レイラの口の端から漏れた。

　押し拓かれていく圧迫感が、この世で感じるすべてになり、途方もない熱い塊に支配され、その蠢きに媚肉が同調していく。

　初めて肉体を奪われた時のような痛みは、もはや感じることはなかった。それどころか、彼と最も深い場所で触れ合えることがうれしい。

　セリムに激しく舌を吸われ、口腔内をまさぐられる。その恍惚に、下肢に含まされた肉茎の逞しさと熱さが加わって、レイラの内側には止め処ない快楽が吹き荒れていく。

「あ、はぁ……っ、はぁ、ん……っ」

「気持ちがいいか、レイラ……中がよく締まっているぞ」

　セリムは彼女の耳朶を甘噛みしながら、腰をゆっくり馴染ませるように動かした。

「……あ、ん、あぁ……っ」

　身の裡に刻まれるリズムは、レイラの官能を甘く刺激していく。

　前戯で感じた快楽とは、何かが違っていた。誰かと肉体的につながり合うことから得られる充足感──執拗にセリムに求められ、必要とされることの喜びが、レイラを満たし始める。

　彼の執着がたとえ政治的な意味合いからだけでも、一時的な肉欲を収めるためだけであっても構わなかった。それでも、この瞬間だけはセリムは彼女を必要としているのだから。

　そんな不思議な陶酔が糧になって、レイラの情欲を掻き立てている。

「お前は、不思議な女だ……その時々で、全然違う顔を見せる」

　黒い瞳が、レイラをまっすぐに見つめながら囁きかける。

「ん……っ、セリムさま……っ……」

「時に淫らだったり、そして、俺の犯した悪行のすべてを慈愛で包む天使のようだったり……」

　欲情に掠れた声は、耳に施される愛撫のよう。

　レイラは体の奥深い部分を食む灼熱に蕩けそうになりながら、セリムの美貌をまっすぐに見つめ返した。

「だからこそ、お前から目が離せないのだ」

　肉体を繋げながら囁かれると、下肢に新たな疼きが湧き起こってきた。

「もっと、動いてもいいか？」

　彼の黒い瞳が、抑えきれぬ欲情に濡れている。

　先日の暴虐武人ぶりを反省したのだろうか、セリムは律儀に彼女に許しを乞うてきた。

　まるで、レイラを自分の上の地位にあるように敬われるのは、相手がスルタンなだけにおかしな気分だが、その心遣いだけでもうれしかった。

「……セリム様の、お好きなように……」

　そう微笑みを浮かべながら、レイラはセリムの頬に口づける。

　今、自分が感じ始めた気持ちが何なのかよくわからない。単なる感謝というには淫らすぎて、恋愛と言い切ってしまうにはあまりにも曖昧な感情。

　しかし、この奇妙な繋がりがセリムの実利につながるのなら、レイラはつらい妃教育に耐えられる……そんな気までしてくるのだ。

「これは驚いたな。お前が、自分から俺にキスしてくるとは」

　心なしか頬を赤くして、セリムはそう呟いた。

　彼女がナディアの身代わりをしているという事実を知ったセリムは、自らの利益のためにレイラを北のシークの娘として利用しているだけ。

　言うなれば、この性愛さえもかりそめだというのに、レイラは心のどこかでセリムを求め始めてしまっている。

　その理由はわかっている……彼だけが、孤独なレイラにぬくもりをくれるから。

　レイラがセリムを必要とする何百分の一でもいい。彼もレイラを必要としてくれたらいいのに、と願ってしまう。

「すまん。優しくしてやろうとしたが、もう限界だ……」

　少し苦しそうな声でそう呟くと、セリムは腰を激しく動かし始めた。

「んっ、あ……っ、ああっ……！」

　彼が動くたびに、レイラの胎内に言い知れない喜びが湧いてくる。

「すごい、レイラ……絡みついてくるぞ。お前の濡れた襞は、まるで吸いついてくるようだ」

「んっ……、ああ、あっ……！」

　激しく腰を使いながらも、セリムは彼女の敏感な肉芽を摘んで、くりくりといじってきた。

「あ、あ……んっ！　だめっ、そこはだめ、なのぉ……っ！」

　中を抉られるのとは違う直接的な快感に、レイラは首を横に打ち振った。

　疼痛と悦楽の間に悶える彼女の様子を見下ろしながら、セリムはうれしそうに笑った。

「だめか？　お前の体は、むしろ喜んでいるようだが？」

「ああん……、んぁ……っ……！」

　……セリムの言うとおりだ。

　悶えに打ち震えていた肉体は、痛痒いような奇妙な快楽を貪り始めている。

　灼熱の楔が体内で暴れるたびに、彼女の蜜襞は歓喜に潤み、彼の雄芯を逃すまいとぴっちりと絡みついてくる。

「ふぅ、あっ、あ……っ」

　ぐいっと肉芽を捏ねられ、レイラは体を仰け反らせる。

　すでに何度か絶頂を味わわされたせいで、耐性が弱くなっている気がした。

「ひゃ……っ！」

　小さく叫びをあげて、レイラは快楽の極みへと押し上げられ、華奢な肉体をびくびくと寝台の上で打ち震わせた。

　翻弄してくる甘い嵐に、彼女はとろけたような表情でセリムを見上げた。

「……っ」

　彼のほうも一旦動きを止め、彼女を真っ直ぐに見つめた。自分がセリムに快楽を与えているという感覚に、レイラは誇らしささえ感じた。

　彼女の花筒の蠢きに流されそうになって、セリムは苦しそうに息を吐く。

　激しく腰を打ちつけながら、レイラの唇を再び求めてきた。

　ひとしきり舌を絡ませ、ぴったりと体を重ね合わせて、二人は互いの欲望を貪り合った。

「あぁ……、もう限界だ……」

　至近距離で黒い双眸に見つめられ、レイラは彼の背を抱き寄せた。

「出すぞ、レイラ……俺の子種を、すべて受け止めろ……！」

「……んっ、あ、あ……っ！」

　忙しなく腰を蠢かせると、セリムは一瞬息を詰めた。

　その瞬間、彼はレイラの奥深い場所に夥しい量の精を吐き出した。

　生温かいものを受け止めると、レイラはゆっくりと瞼を閉じた。

　奇妙な充足感に、思わず想像してしまう。セリムの子種を身に受けてこんな満ち足りるのなら、彼の子どもが本当に授かったとしたらどんな気持ちになるんだろう、と。

　繋がったままの状態で息を整えていたセリムだったが、ようやく己のものを彼女の体から引き抜いた。

「きゃ……っ」

　その衝撃と違和感に、可愛らしい悲鳴をあげる。

「そんな男を煽るような声をあげると、どうなるかわかっているか？」

　横向きで体を休めていた彼女の尻を、セリムはおもむろに撫で始めた。

　力仕事を厭わずやってきたせいか、豊満すぎる胸に比べてレイラの臀部は小ぶりで引き締まっている。

　白い双丘の奥に咲く薄紅色の花弁からは、先ほどセリムが放った白濁がちろりと一筋流れ落ちた。

　その淫猥な眺めに、セリムはほくそ笑む。

「俺としてはすぐに跡継ぎを産んでほしいが、新婚早々にお前を抱けなくなるのもいささか問題だ」

「えっ……？」

「ここをすぐに清めれば、子が産まれる確率が低くなるそうだ。わざわざ官女を呼んでやらせるのも面倒ゆえ、俺が流してやろうではないか」

　そう言われれば、拒むことはできない。

　レイラはセリムに抱き上げられて、寵姫用の浴室に連れて行かれた。







　ここには低温の蒸気浴ができる小部屋と、体を揉んでもらうための温めた大理石の台、そして、薬湯が溜められた大理石の浴槽がある。

　セリムは彼女の体を温まった台の上に降ろした。柄杓で傍らの浴槽から湯を汲むと、彼女の下肢を腹の上から流してやる。

「うつ伏せになって、こっちに尻を向けろ。そのほうが見やすいから」

　恥ずかしかったが、言われた通りに彼に背を向けて四つん這いになる。

　湯で流されるだけかと思っていたのに、なぜかセリムは指先も蜜口の中に潜り込ませてきた。

「あっ……！」

　その違和感に驚いて、レイラはセリムのほうを振り返って抗議した。

「セ、セリム様ッ……何を……、何をされているのですっ……!?」

「何って。お前の中を綺麗にしてやろうと言うのだ。官女がやるようなことをスルタンにやらせるのだから、これ以上の文句は聞かんぞ」

　彼の言葉にも表情にも、どこか冗談めかした色が滲み出ていた。

　たしかに浴室担当の官女には、寵姫の体の汚れを擦ったり秘部の毛を剃ったりする作業はある。ただ、膣内に指を入れて洗浄するなんて、見たことも聞いたこともない。

　そもそも、子種をすぐに流せば子が産まれる可能性が低くなるなんて、それは本当なのだろうか──？

　性的な無知さからくる疑問で、頭が混乱してきてしまう。

「えっ、官女のって……、あっ、はぁ、あ、んッ……！」

　どんどん奥に潜り込んでいくセリムの指先に、レイラは狼狽した声をあげた。

　先ほどの交接で柔らかくほどけた膣肉は、彼女の意志とは別の生き物のように、セリムの指の動きを喜んで収縮している。

　白濁が花弁からこぼれ落ちているのに、それを指で更に攪拌されるのは異様な感覚だった。肉体が快楽を拾っている証拠に、花襞が収縮して新しい透明な蜜が滲んでいる。

「どうした？　お前の襞は、物欲しそうに蠢いているぞ。もしかして、一回だけでは物足りなかったか？」

　何度も絶頂に押し上げられ、散々セリムに貪られたはず。

　そんなはずはない、と思いたかった。

「ひゃ……や、だ……、あっ……！」

　指の抜き差しが速くなるにつれ、レイラは余裕を失っていく。

　セリムは彼女の内側を清めているだけ……なのに、こんな風に乱れてしまうなんて恥ずかしくて仕方がない。

　ただ、彼の指戯はいささか行き過ぎている気はしたが──。

　蜜壺をなぶられ続ければ、肉体の奥底に沈んでいた火のような欲情は高まり、与えられる快楽に甘く体が震えていく。

「あッ、ああああっ……！」

　びくびくと悶えながら、レイラは達してしまっていた。

　薬草の香りがする蒸気が漂う静かな空間の中、ぬくみのある石の上でぐったりと体を横たえる。

　息を整えようとした瞬間、異様な感触に襲われた。

「ひゃっ、セリム様……、何を……っ……!?」

　絶頂に呑まれたばかりでまだ震えている花唇に、セリムはすっかり硬さを取り戻した雄の先端を押し当ててきたのだ。

「……何をしているって？　指では十分にかき出せないから、俺のもので奥から綺麗にしてやろうと言うのだ。何か、おかしいか？」

「ひっ、えッ……それじゃ、また出ちゃいます、よね……っ、んっ……!?」

　珍しく真っ向から抗議をしてみたものの、目の当たりにしたセリムの欲望はすっかり猛り切っている。

　今にも爆発しそうな熱くて硬いもの……それで、何度レイラは快楽の淵に押しやられたことだろう？

　それを思うだけで、レイラのなけなしの理性をとろけさせてしまう。

「だめですっ、そんなことしたら、私……っ！」

「心配するな、レイラ。そうしたら、また掻き出せばいいだけのこと」

　そううそぶくと同時に、セリムは己を一気に突き入れた。

「あぅ……ッ！　んッ、ん……っ！」

　しなる背中に唇を落としながら、彼は欲望の赴くままに腰を打ちつけてきた。

「ひぃ、あ、あッ……」

　奥を突かれて、深く抉られるたびに甘い声が漏れてしまう。

　蒸気が漂う浴室の中で、獣のような体勢で淫戯に耽る自分が信じられない。

　官女だった時は、皆が寝静まった夜中に王族の使う浴室の掃除を命じられていた。その理由には、早い時間だと王族たちが淫らな用途で使っているから、という意図もあったのだろうか。

　タイル貼りの密室の中で、セリムが腰を打ちつけてくる音とレイラの甘ったるい喘ぎがやけに大きく響き渡る。

「あー……、ああっ、もうだめぇ……っ……！」

　激しく揺すぶられ、突き出した両胸を後ろから揉みしだかれ、先端の尖りを摘まれた。

　痛みさえ感じてしまいそうな激しい愛撫にも、興奮しきったレイラは快感ばかりを得てしまっている。

「ふぅ、あ……ああ……っ……」

「ああ、レイラ。こっちを見てくれ……俺のほうを」

「……ん……っ」

　度を越した快楽に潤んだ視界で、レイラは彼のほうを振り返った。

　セリムも何かに堪えるかのように、甘く顔を歪ませている。

　彼女の顔を見つめながら、背から零れる銀色の長い髪を手で掬い上げ、愛しそうにその毛束の先に口づけてきた。

（あぁ……セリム様も、気持ちがいいのかしら……？）

　そう思うだけで、レイラの心はなぜか浮き立ってくる。

「レイラ……、ああ、素晴らしい。お前の中は、とてつもなく熱くてとろけそうだ……」

　膣肉を苛むセリムの熱杭の蠢きが、レイラを官能の極みへと押し上げていく。

「ひっ、だめ、もう……っ……、あぁ……っ！」

　大きな波に攫われて、一気に突き落とされるような甘い感覚が、全身を駆け抜けていく。

　レイラが絶頂に達してしまうと、膣肉の妖しい蠢きに堪えきれなくなったセリムも、小さく呻いて動きを止めた。

　その瞬間、肉筒があたたかいもので満たされていくのがわかった。セリムも再び達して、彼女の内部に子種を放出したのだろう。

「はぁ……俺をたぶらかしていけない子だ。これでは、お前を清める作業がいつまでも終わらないではないか」

　苦笑いしながら、セリムはレイラの内側から自身の肉剣を引きずり出す。

　気怠い体に触れられて、レイラは思わずビクッと体を強張らせた。

「さすがに、もうこれ以上の悪戯はしないさ。本当に、体を洗って……あとは文字通り、寝るだけだ」

　そう言われてようやく、レイラはほっとする。

　彼に求められるのがいやというわけではないが、日課が朝から詰まっていることを考えたら、セリムの欲望に一晩中応じ続けるわけにもいかない。

　彼はすっかり落ち着いて、レイラを後ろから抱きながら湯船に体を沈ませている。

（それに……）

　ちらりと後ろを振り向き、瞼を瞑っているセリムを見ながら、レイラは思った。

（セリム様と一緒に寝るのは、とても心地がいいから……）

　そう思った途端、自分がおかしな感情を抱いていることに気がついた。

　性愛的な面で、セリムから求められているのはわかっている。それなのに、レイラにとっての彼は、自分を庇護してくれる肉親のような存在になっているのだ、と。

　それゆえ、彼に抱きしめられて少し高い体温を感じて寝る夜は、レイラに深い安らぎを与えてくれるのだった。







４．スルタンの執着心は熱砂の如く








「明日の午後、視察に行く。お前も一緒だ」

　散々抱かれた後にそう聞いた時は、レイラは正直うれしく思った。あれから、ひと月ほどが経ち、レイラも彼の寵姫としての生活に慣れてきたところだ。

　そうは言っても、後宮から逃げようとしたところに出会ったのがセリムである。

　前科があるレイラを外に連れて行ってくれるなんて、彼との信頼関係が築けてきた証拠だ、と。

　──そう思っていた……眠りから覚めるまでは。

　ここ最近のレイラは、毎晩のようにセリムに何度も挑まれて、その疲労のせいか気絶するように眠りにつく。

　それに対して、セリムは疲れ知らずのようだ。外交文書の決裁や法律の改正案作成など、怠惰な生活をしていた前王が残した課題を片づけるため、彼は早朝に執務室に行く。

　なかなか起きられないレイラは、彼を見送ったことすらない。いつもなら、部屋に朝食を運んでくる官女が起こすまでぐっすりと熟睡しているはずだった。

　しかし、おかしな感触が下肢に走って、彼女の眠りは妨げられた。

（……何これ……？　夢の中、なの……？）

　ぼんやりとした意識は、微かな金属音を聞いた途端に現実に戻っていく。

　目を覚ましたレイラの視界に入ってきたのは、セリムが彼女の下肢に何かを取りつけているところだった。

「おや、我が妃よ。今朝は妙に早いじゃないか。いつもはぐっすりと寝ている時間なのに」

　しれっと話しかけてくる男に、レイラは困惑してしまう。

　早朝にもかかわらず、セリムは寝乱れた様子もない。先に湯を使ったのだろう、ほのかに薬草の香りがする。

　すっかり身支度も整えて、輝くばかりの美貌を彼女に向けてきた。

「セリム様……、何をしていらっしゃるのですか……!?」

「ああ、貞操帯だ。この前、職人に注文をしたものがようやく届いてな。さっそくだから、お前につけてやったのだ」

　レイラはそれを聞いて、愕然とした。

　貞操帯というのは、夫が長期間不在にする場合などに妻が不貞を働かないよう、物理的に異物の侵入を防ぐものだ。

　アハメドはそれを寵姫につけて、恥じらう姿を見て喜んだと官女たちが噂していた。

　実際に装飾品の管理をさせられた時に、レイラも貞操帯の消毒をさせられたことがある。

　形状は、金属製の鎖を帷子かたびらのように編んでできたもの。内側には、蜜壺の中に入れる張り型が仕込まれている。寵姫は女の部分に張り型を入れて物理的に蓋をされ、その上から金属の貞操帯の本体を装着するのだ。

　それを開く鍵は主が持っているため、不貞行為はおろか自慰さえもできない。そんな代物を、睡眠中に装着されてしまうとは、レイラは夢にも思わなかった。

（……もう、何てことをするのっ？）

　レイラがつけさせられたものは、黄金でできた貞操帯で前側に紅玉の装飾がある優美なデザイン。一見すると、踊り子が下肢につける煽情的な衣装の一部にも見える。

　実際のところ、内側に小振りの張り型もついているいかがわしい拘束具なのだが……。

「美しいだろう。お前の内側に食い込んでいるのも黄金製だ。まだ男に慣れていないお前に合わせて、俺の人差し指と同じ寸法で造らせている」

「……んっ……」

　身を起こした途端に、妖しい疼きを感じてしまう。

　張り型は小さな球体を繋ぎ合わせ、セリムの指のサイズになるよう調整されているようだ。少し動くとすぐに形状を変えるため、柔らかな襞を傷つけないようになっている。

　いかがわしいもので内側を刺激される感覚に、レイラは身をくねらせた。

「うぅ……、なんで、こんなことを……」

「後で外してやる。中にあるものを俺の指だと思って、いい子にして待っていろよ」

　面白がっているような素振りで、ウィンクをして見せるとセリムは寝台に彼女を残して去って行ってしまった。

　信頼関係が築けたから、彼はレイラを視察に連れて行くわけではない。

　あくまで、彼女の反応を楽しむための娯楽に過ぎないとわかって愕然としてしまう。

「そんなぁ……うぅ……」

　レイラはシーツにくるまって、自分の性感帯に食い込んでくる異物に眉を顰めた。







　──少し動くだけで、体の奥深い部分に異物を感じる。

　挿入される時は金属特有の冷たさを感じた張り型も、時を経るごとにレイラの内側で温められ、まるでセリムの指がそこを刺激し続けているような感覚だ。

　そう思えば思うほど、昨晩散々啼かされた記憶が思い出され、じわじわと淫らな気分に拍車をかけてくる。

　一人の時ならまだしも、それがずっと妃教育の間も続くのだ。教師たちが懸命に教えてくれたとしても、彼らの言うことが頭にすんなり入ってくるわけがない。

　しかし、午後はセリムの視察と同行するため、日課が午前中で終わるのが救いだ。

　いくら何でも、このままの状態で外出させるとは思えない。すべてはセリムと会うまでの辛抱だと思って、レイラは悦楽を拾いそうになる状態をひたすらにやり過ごした。

　午餐に続く琴の授業が終わると、レイラを外出用の装いに着替えさせるために官女たちがやってきた。

「セリム様は？」

「スルタンからは、外でお待ちになると伝言がございました」

　官女の返答を聞いて、レイラは愕然としてしまう。

　貞操帯も張り型も装着したままで、外出しなければならないと知ったからだ。

「あぁ……まさか……」

　絶望の声をあげるが、黒のニカーブを被った官女たちは命令されたことを粛々とこなすのみ。あっという間に、白い長衣の着つけが終わり、裾に金色の刺繍がある白いニカーブが彼女の花のような美貌と艶めく銀髪を覆い隠した。

「まぁ、ナディア様！　外出着姿も素敵ですわ」

　準備ができるのを待ち侘びていた官女長は、レイラを賛美してくる。

「ありがとうございます」

　微笑みながら椅子から立ち上がった瞬間、膣肉を犯している異物が性感帯に当たって、思わず喘ぎそうになる。

「……っ」

「スルタンもナディア様との視察を楽しみにされておりますよ。さあ、お急ぎになって」

　官女長が先立って、レイラを王宮の庭園につながる回廊へと促した。

「は、はい……」

　そろそろと内股で歩くレイラは、この時ばかりは火照った顔がニカーブで被われて、表情をすっぽり隠せていることに大層感謝していた。







　てっきり大がかりな視察かと思ったが、予想に反して今回はお忍びのものらしい。

　そのため王宮にある雅な馬車や輿は用意されておらず、セリムもスルタンとしての身分を誇示しない軍服姿である。それに同行する護衛たちも、最小限に留めているようだ。

　高貴な身分の女性は、基本的に外で姿を見せないのがこの国の慣例である。通常であれば移動時には豪奢な輿に乗り、乗り降りする際にも召使いたちに周囲を守られるものだが、今回はそうした配慮はされなかった。

　そもそも、レイラは下働きだったのでその辺りの感覚は疎く、姿を見せて外を歩いたりすることへの拒絶反応は、高貴な身分の女性ほどには持っていない。

　一団の後方を守るセリムが駆る馬の前に、レイラは横座りで乗せられた。

「久々に外の世界を見られて、お前もうれしいだろう？」

　王都の華やいだ景色にすっかり目を奪われている彼女に、セリムは囁きかけた。

「……ええ」

　そう言ったものの、彼に対する恨みがましさは語調に微かに滲んでいる。

　意図的になのだろうか……セリムは馬をゆっくり歩かせてくれた。恐らく、彼女の体内を苛む玩具を配慮してのことだろう。

　それがありがたいのかどうか、正直微妙なところだ。いやがらせのように馬を走らせたりしないだけましだと言うべきか。

（……そもそも、これを外してくれれば、よかったじゃない……？）

　どんなに静かに馬が歩いたとしても、振動が皆無になるわけではない。馬が歩を進めるたび妖しい感覚が膣内に直接伝わり、小さな快楽の欠片が漣のようにレイラを苛んでくる。

　それをどうにか受け流そう、と鞍を掴む手に力が入ってしまうのだ。

「……っ……」

「どうした、具合でも悪いのか？　やけに無口ではないか」

　そんなレイラに、セリムは素知らぬふりで意地悪な質問をしてきた。

　周りには兵士や今回の執務の主体となる行政官が、さほど離れずに歩みを進めている。

　こんなところで、セリムへの鬱憤を吐き出すわけにもいかない。レイラができる唯一の反抗は、彼に返事をしないということだけ。

　無言の抵抗を続けるうちに、一行は砂漠の中にある目的地に辿り着いた。







　ハシーム王国は、いくつかの民族で形成される多民族国家だ。

　民のほとんどが同じ神を信じているが、中には使う言語も宗教もまったく違う少数民族が混在する。砂漠を行き来する商人たちも異教徒が多く、揉め事の種には事欠かない。

　中でも旅人や商人にとって生命線であるオアシスの使用に関するトラブルは多い。

　そのため、そうした陳情について行政官が法律に則り仲裁をするのだが、その後、何の支障もないか定期的に抜き打ちの確認に行くらしい。

　本来なら政府内では下位職務者である行政官の執務に、スルタンが同行するのは異例中の異例。しかし、王都に近いこのオアシスが貿易の要衝であることから視察をすることになった、とセリムから説明された。

　民の困り事にまで彼が関わっているのを見ると、国王が負うものの重さを実感する。

　おそらく今回の目的は、行政官の仕事を理解するだけではない。文書のみでは見えない実際の民の暮らしを自分の目で確認し、異民族との諍いが解決されたか、もし何か支障があるのなら介入すべきか、など多角的に物事を見ているのだ。

　そうして得た知見をゆくゆくは、王政へと役立てていくつもりなのだろう。

　レイラが受けている妃教育の中で、教師たちはセリムが現在取り組もうとしていることについても教えてくれた。

　それを聞くたびに、彼女はセリムが抱える重責を実感したものだ。

（国王って、大変な仕事なのね……）

　改めてそう思いながら、レイラは行政官と共に村人の話に耳を傾けるセリムの後ろ姿を見つめていた。

　オアシスの周りには小さな村が広がり、砂漠の遊牧民たちの天幕が点在する。

　少年兵として異国にいた経験があるセリムが、流暢な言語で遊牧民の何人かに聞き取りをした。彼らは相手が同じ言語を理解すると知ると、途端に表情を和らげて話し始めた。

　ひと通り聴取し、セリムと行政官が大きく頷いたのを見て、レイラは業務が終わったことを悟った。







　視察を終えた一行は、村長から晩餐に招待されたが、権力者から酒を伴う接待を受けてはならない、という軍の暗黙のルールがあるためセリムはそれを固辞する。

　その代わりに、と人数分の飲み物と焼き菓子を受け取った。

「少し休憩するとしよう」

　オアシスの周辺を歩き回った後、セリムは天幕を張るよう部下に命じた。

　都から一歩外に出ると砂漠が広がるという土地柄、万が一の場合があってはならないと野営ができる装備を準備していたらしい。兵士たちは、スルタンのために一つと、自分たちが使うためのものを二つ、合計で三つの天幕を整えていった。

　時間は、午後の三時を回っている。西に傾いた陽射しを受けながら、兵士たちが作業を行っている様子をレイラはオアシスにある木陰から見守っていた。

　国王の寵姫であるレイラへの配慮もあるのか、スルタンが使う天幕と兵士たちのものとは一定の距離を取って整えられたのは言うまでもない。

「お前も、慣れない視察で疲れただろう。ゆっくり休んでから王宮に戻ろう」

　そう促されて中に入ると、思いがけず快適な空間が広がっていた。村長の家から借りてきたのか、床に当たる部分には空色の絨毯が敷かれ、天鵞絨でできた青紫色のクッションまである。

　小ぶりの卓の上には、ミントのお茶と焼き菓子とデーツが盛られた皿が用意されていた。

　それを囲むように、二人は向かい合って座る。

「……俺は、酒のほうがよかったんだがな」

　そうぼやきながらお茶を口に運ぶセリムに、この機を逃すまいとレイラは文句を言った。

「セリム様……！　視察という大事な場なのに、こんなものをつけたままで来させるというのは、いったいどういうことでしょう!?」

　声を出した途端、媚肉を苛む張り型の存在を感じてしまって、レイラは思わず眉を顰めた。

　憤っているレイラに近づいて、セリムは彼女が被っているニカーブを外してしまう。

「こんなもの？　もしかして、貞操帯のことか？」

「当たり前です……だって、こんな……」

　頬を赤らめて、レイラは前かがみになる。声をあげた瞬間に、感じる場所に金属が当たってしまったのだ。

　その瞬間、彼女の内股にいやらしい蜜液が溢れ出して、レイラは手にしていたデーツを絨毯の上に落としていた。

「あぁ……」

「堪え性がないな。まぁ、仕方がない。外してやるとしよう」

　その言葉に、ようやくレイラはほっとした表情を浮かべる。

　ようやく甘い拷問が終わるのだ、と……。

「レイラ、じっとしていろよ」

　セリムは彼女の長衣の裾をたくし上げ、白い肌に嵌められた貞操帯の様子を確認した。

「……とりあえず、肌に傷はついていないな。じゃあ、今度は足を開いてみろ」

　確認の一環だと思って、言われた通りに足を開く。すると、セリムは覗き込むように彼女の膝に手を置いた。

「んっ……」

　触れてきた彼の手のぬくもりに反応するように、下肢に甘い悶えが走る。

　セリムは貞操帯を外すために、事務的に触れているだけ。それなのに、彼との甘く激しい夜に慣らされた肉体は、その先にあるものへの期待に震えてしまう。

「あぁ……っ」

　あえかな吐息を漏らす彼女の表情を、セリムは痛いほど凝視してきた。

「これは、つらかっただろうに……透明な蜜がこんなに溢れて、服の内側にまで零れそうではないか」

　己の淫らさを指摘され、レイラは居たたまれない心地になる。

「こんな状態で、妃教育を受けていたのか？　教師は女ばかりだが、どうにも心配だな……お前のような娘が、こんな風に発情した顔をしていたら、同性でも変な気を起こしそうだから」

「……そ、そんなこと、あるわけないでしょう……？」

「レイラは、自分が無意識に放つ魅力をわかっていない」

　そう呟きながら、太股の辺りをいやらしい手つきでまさぐってくる。

「ん……っ、は、早く外して……っ」

　顔を赤らめ、彼の手から逃れようと後退ったが、背に天幕の支えの棒が当たる。

　ここで暴れると、屋根が倒壊する危険がある。これ以上、下手に動くことはできそうになかった。

「こんな張り型で感じるとは……こんなになったのは、俺の指と同じくらいの太さだとからか？　それとも、お前はただの張り型でも濡れてしまう淫乱なのか？」

　まるで咎めるような、そして面白がっているような言い草に、レイラは琥珀色の澄んだ瞳に涙を滲ませる。

　残虐王ほど極端ではないにせよ、セリムにも嗜虐的な傾向はあるのだろう。人の悪い笑みを浮かべながら、レイラの首筋に舌を這わせてくる。

「他の誰かが、お前の色香に惑わされるかと思うと心配だ。一生、貞操帯をこのままにしておくのもいいかもしれないな」

「……そ、それだけは！　それだけは、ご容赦くださいませっ！」

　レイラは必死の形相で、セリムに縋りついた。

　この後、どれほど頻繁にこのような外出があるかはまだわからない。しかし、一つだけ確かなことは、もし貞操帯を外してもらえなかったら、今後絶え間なくこの淫らな煩悶を感じ続けるということ……。

　その苦悶を思えば、セリムに懇願することくらい何でもない。

「そうだな。外すから、一つだけ俺の言うことを聞いてくれないか？」

「もちろんです！」

　彼女の返事を聞いて、セリムは口角を吊り上げた。

　まるで堕落へと人を誘う悪魔のような表情だ。それを見た瞬間、レイラは彼の条件を聞いてからにすればよかった、と後悔した。

「ふふ……お前なら、容易くできることだ。心配することはない」

　そう楽しそうに言いながら、彼は自身の長衣の袷から下衣に手をかけると、限界まで昂ったものを探り出した。

　蝋燭に彼の象徴が照らし出され、その恐ろしいまでに滾った造形が露わになると、思わずレイラの視線はそこに釘付けになってしまった。

「口だけで、俺を満足させろ。そうしたら、鍵を開けてやろう」

「……っ！」

　あまりにも淫猥な願いに、レイラは絶句した。ほんの一週間前まで純潔を守っていた彼女は、セリムの雄の象徴を目にするだけでも毎回赤面するほどだ。

　しかし、まさかその部分をこれまでのように身に受けるのではなく、口で奉仕しろと言われるとは……。

「えっ……そ、それは……」

　断ろうかどうしようか、悩んで口ごもってしまう。

　確実に言えるのは、そもそもスルタンの命令を断ることはできないということ。それに今、彼の望みを断ったとしたら貞操帯は外してもらえないということだ。

　暫し言葉を失って考えあぐねている彼女に、セリムはこう尋ねてきた。

「まさか、いやなのか……？」

　あまりにも気落ちしたように言うので、人がいいレイラの心に憐憫の情が湧いてきた。

　けっして、彼を傷つけるつもりはない。そもそも、セリムは彼女にとって敵ではないのだから。

　レイラが本物のナディアではないと知って、今の今まで厚遇を与え続けてくれている恩人を、こんな風に落胆させてしまってよいものだろうか？

　火照った顔に手を当てて、レイラは暫し考えた。

（それに……いつも、セリム様は私を気持ちよくしてくれるわ……）

　淫花をなぶる彼の舌の感触を思い出すと、その記憶だけで陶然としてくる。

　その時に感じた快楽を考えたら、性器を口に含んでほしいという彼の願いは、何となく理解できるような気もしてきた。

「……いえ。あの……いや、……じゃない、です」

　しばらく逡巡したのちに、レイラはそう答えていた。

「そうか。お前に嫌われているのではないかと思ってひやひやしたぞ。女は愛する男に口で奉仕するものだそうだから」

　まるで臍を曲げた子どものように、セリムは唇を尖らせる。

「えっ……!?」

　そんなことは初耳だ。

　たしかに、後宮には色々な作法があると聞いているが、セリムが言うことが本当かどうか判断できない。最近では、半分くらいはレイラをからかって嘘をついていると思うことにしている。

　いずれにしても、言ってしまったのだからやらねばならない。レイラはセリムのほうににじり寄って、おずおずと手で彼の剛直に触れた。

「きゃ……！」

　触れた途端、粘膜の感触があまりに生々しく、思わず驚きの声をあげてしまう。

「……そんなに、俺のものが珍しいか？　毎晩、お前の中に入れてよがらせてやっているというのに」

　揶揄するような物言いに、困惑してレイラは眉根を落とす。

　こんな大きいものが、自分の中に収まっているとはいまだに信じられない。しかも、彼に抱かれるたびに感極まって、頭の中が真っ白になってしまうなんて。

　彼女はセリムに性の喜びを教え込まれているが、もし、相手が一週間前まで後宮の支配者だった男ならどうだっただろう。あの残虐王の閨に呼ばれたのだとしたら……？

　他の誰かの閨に侍るなんて、今もこれから先も到底考えられない。考えるだけで気分が悪くなってくる。

（だから……セリム様の一部だから、いや……じゃないんだわ……）

　顔ばかりか全身まで熱くなりながら、レイラは思った。

　その認識は、彼女の羞恥を薄れさせていく。

　そして、いつもセリムがどんな風に自分を攻めているのかを思い出しながら、手にした彼の幹を上下に擦ってみた。

「……んっ……」

　微かな吐息が、セリムの唇から漏れた。

　いやがっていないのを確認すると、手の動きを続けながら、赤みを帯びた先端を舌先でちろりと舐めてみる。

「いいぞ……なかなか、うまいじゃないか」

　その励ましの言葉は、心なしか欲情に濡れている。

　月の光に似た銀色の髪を撫でられると、まるで褒美をもらったような気分になる。

　誰かに誉められたことも、何かを特別に与えられたことも、セリムがしてくれたのが初めてだった気がする。

　そう思った途端、彼の分身がさっきよりも愛しいものに感じられてきた。

　セリムがこれまでしてくれたことを、どう感謝したらいいのかわからない。

　レイラがナディアの名を騙った偽者だと知っても、彼女を許してくれた。寵姫としての待遇を与え、そのうえ王妃にしてくれるとまで言ってくれた。

　せめて、この行為が彼の性感を高められるなら……と、丁寧に愛撫を施していく。

「もっと、強く擦ってもいいぞ。ああ……いい子だ、レイラ」

　彼に名を呼ばれて、じわりと下半身が潤んでくるのがわかった。

　この王都で、彼女の本当の名前を知るのはセリムだけ。いまだに、皆が彼女をナディアだと思っている。

　今後、異母姉の名でハシーム王国の王妃になるレイラにとって、セリムと二人きりの閨での会話は何物にも代えがたいものだった。

　そうするうちに、手にした熱い楔が、どんどんと猛りを増していく。彼が限界に近づいている確かな証拠だ。

　彼を極みに押し上げれば、貞操帯を外してもらえる。帰りの道のりで声を押し殺して快楽に顔を歪ませなくても済むのだ。

　そう思って懸命に手と口を動かしていたが、何を思ったのか途中でセリムが彼女の動きを止めてきた。

「もういい……十分だ。貞操帯を外してやろう」

　そう言いながら、彼は長衣の襟元をくつろげて、首にかけていた金の鎖を探り出した。

　先端には小さな貞操帯の鍵がついている。首から長い鎖を抜くと、レイラが着けている貞操帯の右腰にある錠前に鍵を差し入れて解錠する。

　黄金の拘束具を外そうとした途端、レイラの内側から透明な愛液がごぼりと漏れ出てきた。

「あ、ああ……っ」

「すごいな。洪水みたいに溢れてくる」

　そう呟きながら鎖を解いてやったセリムの指先は、彼女の内側に食い込んでいる異物を取り去ろうとする。

　その動きによって、新たな煩悶がレイラを内側から苛んでくる。

「……ん、んっ……！」

「とにかく外すぞ。我慢しろ」

　喘ぎを漏ら彼女の様子を見やりながら、セリムは張り型を奥から引き出した。

　ずるりと黄金の張り型が外に出た瞬間、レイラはその感覚の悍ましさに思わず呻いてしまう。

　肩で息をしている彼女の内股を、セリムはゆっくりと撫でさすった。

「こんな小さなものでは、物足りないだろう？」

　そう囁きながら、彼はすっかり濡れそぼっている薄紅色の空洞に指を捻じ込んできた。

「う、うんっ!?　ふぅ、ん……っ……！」

　花襞はレイラの拒絶とは反対に、セリムの指を喜んで受け入れている。

　それを見越しているセリムは、濡れた媚肉を散々もてあそんで、レイラを追い詰めていく。

「ん……っ、うぅん……！　だ、だめです……」

　着衣の下肢のみを乱されながら、レイラは悶え続けた。

　この天幕は兵士たちの休憩場所からは離れて設置されたようだが、それでも大声をあげたら外に聞こえてしまうはず。

　なぜなら、兵士たちが談笑する声もこちらに丸聞こえだからだ。

「も、もう、これ以上だめ……です……っ、声が、皆に聞こえちゃう……っ」

　道徳心からセリムを止めさせようとしたものの、その制止は彼の情欲に火をつけるだけの結果になる。

「……ああ、嘆かわしいな。我が妃は目の前にいる俺よりも、兵士たちの目が気になるというのか……こうなったら、もう焦らしはしないぞ」

「ひっ……！」

　レイラのほっそりとした右足を自分の肩に抱え上げ、すっかり潤んでいる蜜口に猛りを押しつけてきた。

「ふぅ、ん……っ……！」

　張り出した先端部が柔らかな秘裂を貫き、太い幹が飢えた花襞を埋めてくる悦びに、レイラは白い喉を仰け反らせる。

「……っ、んんっ……」

　口に手を当てて、咄嗟に喘ぎが漏れるのを防いだものの、どうしても口の端から艶めかしい吐息がこぼれてしまう。

「熱いな……お前の中は。最高だ……」

　欲望に掠れた声で耳元に囁きながら、セリムはレイラの熟れた媚肉を重みを込めて穿っていく。

「んっ、だめ……っ」

　小声で拒絶の言葉を漏らすレイラだが、彼に負けず劣らず肉体は昂っていた。

　着衣のままで体を繋げることも、こんな風に誰かに聞かれそうな場所で行為に耽ることも初めての体験である。

　言い知れぬ背徳感によって、スルタンの寝室や自室で彼に抱かれるよりも興奮してしまった。

　そのせいもあるのか、セリムに奥まで何度か抜き差しをされただけで、鋭い快感を得て意識が天高く浮き上がる。

「……ん、んっ……はぁ……っ……！」

　絶頂感は、全身の肌から汗が吹き出るほどの愉悦をもたらしてきた。

　レイラの女花はビクビクと震え、襞の内部で育まれているセリムの男性自身にもその蠢動は伝わっていた。

「うっ……」

　その強烈な締めつけに、セリムは余裕のなさそうな吐息を漏らす。

「持っていかれそうだ。すごく締まる……」

　セリムは一旦止まって息を吐き、彼女の脈動が収まるのを待った。

「お、お願いです……もう、これ以上は……」

　泣き声を漏らすレイラの唇を、セリムは己のそれで塞いだ。

　厚みのあるぬるついた舌が、怯えている彼女の舌に絡みつき、口腔内を擦るように舐め回してくる。

　しゃぶりつくような音の淫猥さと舌のねっとりとした感触。先ほどセリムが口にしたデーツの甘みのせいで、いつもの口づけよりも濃厚な香りがする。

　すでに欲情を満たした後だというのに、再び下肢を淫靡な波に襲われそうになってしまった。

「……レイラは要求が多いな。貞操帯を外してやったというのに」

　至近距離で色っぽい瞳で見つめられれば、無下に拒絶することはできそうにない。

「それは……ふぅ、んんっ」

「俺はまだだ。果てるまで、お前も付き合ってもらうぞ」

「……んっ……、いやぁ……っ」

　まるで罰するかのように、彼女の両足を肩の上に抱え上げて、セリムは腰の動きを再開してきた。

「ふぅ……、あぁ……っ！」

　先ほどとは当たる角度が僅かに変わり、彼の雄芯が媚壁を擦る感覚に、官能の火種が再び燃え上がってくる。

　セリムが激しく腰を打ちつけてくる打擲音と、レイラの押し殺した喘ぎが天幕の中に淫靡に響き渡った。

「こっちもいじってやろう。お前がもっと気持ちよくなるように……」

　そう言いながら、セリムは彼女の陰核を指先に捉えてぐりぐりといじってきた。

　与えられる激しすぎる歓びに耽溺し、レイラは口元を手で押さえながら喘ぎ続ける。

「ふぅ、ん、んっ……、うぅ、ん……っ」

「ここがいいのか？」

「ん……ッ！」

　子宮口の手前を狙って攻められ、どうしようもない快楽に体を震わせる。

　セリムはどうやら、兵士に聞かれるから声をあげまいと自制している彼女をもっと乱したいと思っているらしい。

　そして、その企みは成功している。レイラは口の端から熱い吐息を漏らし続け、二箇所を散々もてあそんでくるセリムの性技に翻弄されていた。

「だめ……っ、また、いっちゃう……のぉ……！」

　包皮を捲って花芯を捏ねられると、痛いほどに直接的な快感が体中を駆け巡る。

　襲いくる喜悦の波に呑まれるのを拒絶するように、レイラは首を横に振りたくった。

「……んっ、だめぇ……っ！」

「イけ、レイラ。俺も、もうすぐ終わる、から……」

「あ……っ、ひゃあっ……！」

　声を抑えるのも忘れ、レイラは感極まった悲鳴じみた喘ぎを漏らした。

　彼女を苛むセリムの雄の部分は、より硬く大きさも増しており、込み上げるレイラの淫熱を一層燃え上がらせていく。

「……あっ、あぁ……っ」

　セリムの腕にぎゅっとしがみついた瞬間、膣内でどくっと彼の肉剣が慄き、熱い迸りが最奥に注ぎ込まれる。

「はぁ……っ……！　ん……っ……」

　残滓のすべてを彼女に与えようとするように、セリムが小刻みに腰を打ちつけた。

　その淫猥な衝撃を受けると、全身が粟立つような奇妙な感覚に襲われて、レイラは悦楽の頂上へと押し上げられた。

「ひゃ……っ、ああぁ……っ……！」

　目の前が霞んでしまうほどに甘い忘我の極致の中、セリムは耳元に囁きかける。

「お前の体は、素晴らしすぎる……我が妃よ……」

　しかし、それに続く言葉を聞いて、レイラは気絶してしまいそうになった。

「他の男に浚われないか心配だから、やはり貞操帯は必要だな」

「えっ……」

　いつまで責め苦を受けなければならないのか、と震え慄くレイラにセリムが笑い含みに囁いた。

「まさか、結婚式までつけ続けろなんてひどいことは言わないさ。王宮に戻ったら取ってやるから、もう少しだけ我慢していろ」

　──かくしてレイラの甘い苦難は、結局その日の夜まで終わらなかったのだ。







５．突然の暗転








「……何ですって！　あの子が……!?」

　気怠く水煙草シーシャをくゆらせていた銀髪の美女は、琥珀色の瞳に剣呑な光を湛えながらヒステリックに叫んだ。

　彼女は、北方のシャキア州のシークの娘ナディア。異母妹であるレイラと、昔も今も瓜二つの容貌をしている。

　実母は二代前のスルタンの傍系であり、自らの血筋の正統性を誰よりも誇りに思っている女性である。

　綺羅の環境で育った母の影響から、ナディアは幼い頃から甘やかされ、年が近い兄たちからも可愛がられて育った。

　その彼女も、今年で二十二歳──それくらいの年頃の娘なら、もう結婚して子どもが何人かいるような年齢なのに、ナディアは独身のままである。

　行き遅れと言われても反論できない年まで男性と縁がないのは、とある事情のせい。

　元はと言えば、十七歳の時に彼女は王都のスルタンの後宮に行く宿命だった。初夜の晩に花嫁を殺す残虐な国王だ、と聞いてナディアは泣きわめいた。

『いやよ、何で私が!?』

　そう叫んだ彼女を宥めたのは、母だった。

『あなたがそんなところに嫁ぐ必要はないわ。あなたにそっくりな娘がいるじゃない……これは、邪魔者を始末するいい機会なのよ』

　邪魔者──そうだ。この宮殿には、ナディアと瓜二つの顔形をした異母妹がいる。

　産後で母が体調を崩している時に、この宮殿に来た異国の踊り子が父を誘惑してできたレイラという少女だ。

（たしかにね。あんな子、生きている価値もないわよね）

　そう思えば、母の計画は理に適っている気がしてきた。

　高貴な血が流れているナディアは、殺されるわけにはいかない。奴隷女を寵姫にしているとかいうふざけた残虐王には、卑しいレイラがお似合いだろう。

　レイラを王都に送る案に、シークである父も渋々賛成した。

　なぜなら、残虐王に踊り子の娘が殺されようが何をしようが、シャキア州は何の損害も被ることもないから。何より、嫡女であるナディアの命を守るという実利もある。

　言われるがまま娘を差し出すところまでが、シークに与えられた王命である。

　そうして、厄介払いをしたのが五年前──王都と北部のシャキアの間は遠く、噂話さえも耳に入ってくることは稀だった。当時の事情を知る限られた者たちは、てっきりレイラは残虐王に殺されていると思っていた。

　しかしながら、一向にレイラの亡骸が故郷に戻ってくる気配がないのは少々おかしかった。娘を差し出したシークのもとには、半年も経たずに娘の亡骸が送られてくるという噂だったのに──。

（もしかして、残虐王に殺されずに寵愛を得たっていうわけ？　さすがに、卑しい踊り子の娘は違うわね！）

　そう心の中で罵る程度には、ナディアの鬱屈は溜まっていたのだ。

　なぜなら、彼女は王都の後宮に行ったことになっており、表向きには愛人の娘レイラとして宮殿の奥にある女部屋で過ごすよう言われている。

　それは仕方がないとしても、自分の将来が惨めになるのは許しがたい。

　すなわち、ナディアはもし縁談があったとしても、庶子のレイラとして嫁がねばならないということになる。異母妹と入れ替わっている事実を考慮すると、王都にいる官僚や権勢を誇る州のシークの子弟との結婚は望めない。

　自ずと条件が悪い相手との縁談しか来ない……その屈辱に、ナディアは苛立ちを覚えていた。

　そして、情報が遅い北部にもすでに伝わっていたのだ──若く雄々しいアミールが起こしたクーデターが成功し、残虐王が弑逆されたという吉報が。

　今後、娘ばかりか孫まで差し出さねばならないのか、と怯えていたシークたちは、勇猛果敢なアミールを手放しで褒め称えた。

　ナディアも、それは吉報だと喜んでいた……悪運強いレイラが、新たなスルタンの寵姫になり、そのうえ王妃に選ばれたと聞くまでは。

　通常、王国で一番の権力者であるスルタンは、その財力に任せて後宮に大勢の女を囲っている。その女たちの中で最も寵愛を受け、最初に世継ぎとなる男子を産んだ女が王妃になるのが従来の習わしであった。

　ところが、新たな国王はこれまでの慣習を撤廃し、自分が選んだ一人の女だけを愛すると断言したと言う。

　しかも、その運命の女があの卑しいレイラだなんて、ナディアにとっては悪夢以外の何物でもなかった。

「……ひどいと思いませんか、お母様!?　私の名前を使って、あの子が王妃になるのですよ！　私はあの踊り子の娘として、これから格下の相手に嫁ぐというのに……」

　アラビックコーヒーを飲みながら、娘の激昂を見守っていたシークの正妻マリアムは、同情に満ちた眼差しをナディアに向けてくる。

「おお、ナディア、かわいそうに！　誇り高き王族の血を受け継ぐあなたが、あんな卑しい娘に負けるなんて、まったく許せないことですよ」

「身分のことだけではありませんわ。新たにスルタンになったセリム様は、勇敢でどんな女も魅了されるような美しい方だとか……」

　そう言いながら、ナディアは悔しそうに長い爪を噛み始めた。

「そんな国王陛下が、あの子を唯一の女だと軍の幹部たちの前で宣言したというではないですか！　後宮にいた寵姫たちは郷里に戻され、年がいった官女しか残っていないとか……唯一の女としてスルタンの寵愛を受ける資格が、あの子にあるとお思いですか？」

「落ち着くのよ、ナディア。まずは、せっかく手入れした爪を傷つけるのはお止めなさい」

　マリアムは王族の末裔らしい鷹揚とした物言いで、娘を窘めた。

　しかし、ナディアが憤るのももっともな話である。

　誰でも、自分の身代わりが英雄と誉れ高い美しい国王に愛され、王妃という高い地位を手にしたら、気が狂いそうなほど悔しいに違いない。

「シークとわたくしは、あの子の両親として王都で執り行われる結婚式に呼ばれているわ。そこに、あなたも連れていってあげる」

「本当ですか、お母様!?　でも、レイラが偽者だと陛下に知られてしまったら……」

　マリアムは妖艶な笑みを浮かべ、娘を見つめた。

「簡単なことよ。こっそり、すべてを正せばいいのだから。幸いなことに、あなたとあの子は瓜二つの見た目をしているのだからね」





＊　＊　＊






　国王の結婚式は、国内すべてのシークばかりではなく関係国の王族や使節団を招き、盛大に行われるのが慣例である。

　ただ今回は、国王セリムが軍人出身だということと、花嫁となるシャキア州のシークの娘が奢侈を好まないゆえに、祝祭の期間を半分にするなど規模を縮小するという。

　そうは言っても、この結婚式が新国王の即位以来、王都で行われる最大の催し事であることには変わりはない。

　式が行われる王都最大の礼拝堂モスク周辺やパレードを行う王宮の周囲の道には、祝祭用の飾りつけが施されている。商魂逞しい行商人たちが、ハシーム王国の国旗や軍旗をあしらった土産物や国王の似姿を売る様子も目立つ。

　貿易の要衝であるこの街が、さらに華やぎを増しているのだ。

　結婚式の下見で外出したレイラは、輿の緞帳の隙間からこっそり顔を覗かせて活気づいた王都の風景に目を瞬かせた。

（こんなところで、私がセリム様と……？）

　公式行事への参加は、王妃になる立場では断りようがない。

　しかし、それはナディアの身代わりとしてはやはり畏れ多いことである。ヴェール越しとはいえ、民衆の前に姿を見せるのは気恥ずかしい……それは、後宮という特殊な環境で五年も過ごしたレイラとしては、当然の心の揺れでもあった。

　王妃という公式な立場ではなく、寵姫のままでいさせてもらいたいと今も願い続けているのだから。

　これまでの国王は、後宮には数え切れない女を集めていた。多くの寵姫に子を産ませ、世継ぎの王子を産んだ女を王妃に選ぶ習わしだった。

　ところが、異例中の異例で子を成す前にレイラは王妃になる。しかも、神に誓って国王のただ一人の伴侶になるのだから、国民に対するお披露をしないわけにはいかない。

　そのためには、様々な準備が必要になる。

　婚礼衣装のデザインは肌の露出が少ないものを選び、国内外の白い絹から最高級のものが届けられた。

　綿密な採寸が終わると、職人たちが寝る間も惜しんで縫製や細かな刺繍の作業を始めてくれた。そのため、仮縫いを終わらせて、調整が行われるまで時間はかからなかった。

　瞬く間にできあがった衣装には、本物の真珠や宝玉が散りばめられ、外衣や下衣の清楚な色味の中にも豪華さを感じられる逸品に仕上がった。

　レイラが試着すると、職人や官女ばかりかいつもは感情を露わにしない官女長までが、そのあまりの美しさに賞賛の声をあげた。

「まるで天女のようですわ、王妃様！」

「王妃だなんて……！　まだ、婚礼が済んでもいないのに……」

　頬を赤く染めて恥じ入る姿は、誰の目にも愛らしく映る。

　残虐王がいた時代には後宮で最も目立たなかったレイラは、突然にセリムから与えられた栄華にもかかわらず、周囲の者たちに対する態度に変化が見られない。

　分け隔てなく、誰に対しても礼儀正しく接する彼女の姿勢は誰から見ても好ましいものだったろう。

　それゆえ、セリムの寵愛が一途すぎるため彼女が引き立てられて嫉妬した同僚の官女たちの心も、いつの間にか和んでいたのだ。







　一方、結婚式に先立って国王として正式な即位式を終えたセリムも、レイラ以上に婚礼の準備に追われていた。

　その上、諸外国からの貴賓が続々と王都に集まっている関係で、各国との貿易や外交問題をこの機にまとめて解決しようとしている。本来なら出向いて行かないといけないところを王宮で一気に用事を片づけられるため、無理をしてでもやらねばならない業務である。

　それはいいが、どうやらセリムが苦心しているのは、これから結婚式だというのに、大使たちが彼に各国の姫を献上しようとしていることだ。

　権力者と関係を緊密にするには、自国の女を後宮に差し出すのが手っ取り早い。閨でスルタンを骨抜きにできれば、外交上の利益を甘受できるはず。そんな安易な考えから、どこの君主もその機会を虎視眈々と狙っている。

　新たなスルタンが後宮の女を全員解放し、シャキア州のシークの娘を王妃として娶る決断したのは、クーデター後の国内を治めるための建前だと思っているようだ。

「まったく困ったものだ」

　最近は日付が変わった頃に、レイラの寝台に潜り込んでくるセリムは酒の匂いをさせながら、そうぼやくのだった。

「俺には、お前しかいないというのに」

「そんな……恐れ多いですわ。この世には、私よりも美しい女性も賢い女性も、いくらでもいるでしょうに」

　この国で一番の権力者に抱き寄せられ、レイラは恥じ入ってしまう。

（なんで、この方は私なんかを大事にしてくれるのかしら……？）

　最初は赤の他人だったセリムの人となりがわかってきて、解消されたものもあったが、この疑問だけは解決できていない。

　セリムは彼女が後宮から脱出しようとしていたことを知りながらも、外の世界に連れて行ってくれた。後から官女長から聞いた話によれば、女性を伴って視察に行った国王はこれまで誰一人いなかったらしい。

　それは王妃であっても例外ではない。男尊女卑の傾向が強いこの国では、国政に関わることは男の仕事。身分が高ければ高いほど、女は姿を隠して暮らすべきという風潮がある。

　しかし、他国では女の君主が国を治める例もある。

　王妃という立場にいる者なら、公務の場面では顔を隠してもいいから国王の隣にいるべきだ、とセリムは前々から言っている。

　それは、軍の司令官として諸外国との交渉に赴いた経験から、ハシーム王国の文化の遅れを感じ取ったからなのだろう。

（本当に、私がそんなところに行ってもいいの……？）

　自己評価が低いレイラは、どうしてもそこにいきついてしまう。

　妃教育が進むにつれ、少しずつわかることが多くなってきた。新たな知識を増やすのは楽しいけれど、自分が知らないことがこの世の中にはいくらでもあることに、レイラは少々自信を失ってしまっている。

　しかし、そんな彼女にいつもセリムが励ましてくれるから、大変な予習復習も続けることができた。時折、苦手な言語や歴史を寝物語に教えてくれるのがありがたい。

　慣れない勉強だけは大変だが、日々の暮らしは快適そのものだった。

　豪奢な食事や喫茶、ふんだんに誂えられる美しい絹の衣や珍しい宝飾品──当初用意した品々だけでは十分ではないとでも言いたいのか、どんなにレイラが固辞しても、セリムは高価な贈り物をすることを欠かさなかった。まるで、何の目的もない純粋な愛情表現だというような厚遇に、レイラは困惑する一方である。

　わかっていた……政治的な意味合いで利用されているということは。

　それでも毎晩のように褥を共にし、時折行き過ぎた執着心を見せられると、どうしても勘違いをしそうになる。

　セリムが心底、自分を愛してくれているのではないか、と──。

　琥珀色の瞳を揺らして、レイラはセリムを見つめる。

　照度を落とした寝室の中でも、彼の美貌は際立っていて思わず見惚れてしまったのだ。

「恐れ多いと思うのなら、もっと俺に甘えて喜ばせてみせろ」

　色気のある声で囁きながら、セリムは彼女の細い首筋に唇を落としていった。







　──結婚式の三日前、レイラに対して謁見申請があった。

　言うまでもなく、一人娘ナディアの両親として式に参列するシャキア州のシークと継母マリアムの二人からである。

　しかし、レイラにその話がくる前に、事情を知るセリムによって申請は却下されたという。官女長からその報告を聞いて、レイラは背筋が寒くなった。

（恐ろしいわ……ナディアとして王妃になるから、何かいやがらせをしてくるんじゃないかしら？）

　血縁関係があるシークはいいとしても、継母はレイラを長年苦しめてきた。

　若い身空で実母が死んだのは、もしかしたら継母のマリアムが何か奸計を用いたのではないか、と今でも疑っている。

　なぜなら、レイラが下女として働き始めた時、シークの新しい愛人だと目されていた若い官女が事故死したのだ。毒蛇に噛まれて彼女は亡くなったが、レイラによくしてくれた下女がこう言っていた。

『あたしゃ、あの子の部屋に奥様の侍女がこれくらいの箱を持っていくのを見ちまったよ……レイラ、あんたの母さんももしかしたら、奥様に殺されたかもしれないねぇ。ああ、恐ろしい！』

　それ以来、レイラは継母やナディアに歯向かうことはなかった。反抗心を少しでも表情に見せれば、何をされるかわからないからだ。

　故郷での下女としての暮らしに比べたら、まだ後宮で名を偽って暮らすほうが精神的には楽だった。直接的に憎悪を向けてくる者がいなかったからである。

　しかも、セリムのような美しい権力者から求められる喜びを知った今、過去の苦悩の元凶を作った張本人と会いたいわけがなかった。

　シークは実の父とはいえ、若く美しい母を弄んだ男だし、継母はレイラの実母を殺したかもしれない敵なのだ。

　その二人が、レイラに会おうとしていたことに怖気が走る。

（憂鬱だわ……結婚式には、あの人たちも参列するのね……）

　レイラは竪琴を爪弾きながら、物憂げにため息を漏らす。

　先日、音楽教師に教わった曲の復習をする時間はほろ苦いものに変わった。

　いつも、多くの官女に囲まれているレイラは、妃教育がない時間帯は自習がてら自室で過ごす。

　竪琴の練習や読書、妃教育の予習復習など、日々の日課は異なるけれど、落ち着いて一人で過ごすことは大事なことだと実感する。

　常日頃、気を配ってくれている官女たちは、この時間は休憩してもらうよう指示を出した。あまり彼女たちを酷使したくないし、レイラ自身も誰からも干渉を受けない時間が必要だからだ。

　少々覚束ない手つきで楽器を弾き続けていると、弦が突然一本切れた。

「痛っ……！」

　鋭い弦の先端で指を切ってしまい、微かに白い指先に血が滲む。

　官女を呼ぶか自分で手当をするか、迷っているうちに中庭のほうから、黒いニカーブを被った二人の官女が現れたので安心した。

「……ごめんなさい、指を怪我してしまったの。申し訳ないけれど、傷の手当てをしてくれないかしら？」

　レイラの声に頷いて、無言のまま彼女たちは近づいてくる。

　スルタンの寵姫に向かって頭を下げないのを見て、レイラは奇妙な胸騒ぎを覚える。

　いや、恐怖とも言うべきだろうか？　彼女たちからは、おかしな威圧感が漂ってくる気がする。

　二人のうち、前にいた女が立ち止まって腰に手を当てた。

「……あらぁ？　ずいぶんとえらい立場になったこと。どこの馬の骨だかわからない、卑しい踊り子の娘のくせに！」

「……っ！」

　その高飛車な物言いと、高慢ちきな声音には聞き覚えがある。

　声音は自分と似ているのに、まったく別人の口調。

　そう……それは、腹違いの姉のものだった。ニカーブから覗く肌は白く、頭上の太陽の光を浴びて、琥珀色の瞳がキラキラと輝いている。

「そんな……」

　まるで幽霊を見たように恐れおののくレイラに、彼女たちは一歩一歩近づいてくる。

「ああ、もういやになっちゃうわ……これから、あんな風に竪琴が下手なふりをしなきゃいけないのね。学がない愚かな真似もしなきゃいけないんだわ」

「……!?」

　その発言から、後宮で寵姫になった自分とすり替わろうとしている彼女の意図を知る。

「でもね、仕方ないわよね。それもこれも、あの美しいセリム様に寵愛されるなら我慢するわよ。その代わり、あんたを本当の自分に似合う場所に落としてあげるから、楽しみにしていなさい」

　そう言いながらニカーブを自ら取ると、ふわりと長い銀髪が微風に舞う。

　目の前に、自分と瓜二つの顔をした女が現れた瞬間、レイラは唇を震わせながら相手の名を呟いた。

「……ナディア……！」

　レイラの驚愕を目の当たりにして、ナディアは満足そうに頷いた。

「そうよ。私が本物よ……あんたは、ただの代理なの。この場所に似つかわしいのが、どっちだかわかるでしょう？」

　そう言いながら、異母姉は口の端を釣り上げて悪魔のような微笑を浮かべる。

　どういう天の采配なのか、レイラとナディアはまるで双子のように姿形がそっくりだった。

　五年の年月を経ても、見た目が酷似しているのは変わらない。髪の長さもほとんど同じ……強いて言うなら、化粧の仕方が違うくらいだろうか。

　シャキア州はこの国で最北に位置することから、代々シークの家系は色素が薄く美しい造形をした子どもが産まれる。

　母親が違っても二人ともが父方の血を濃く受け継いだ結果、腹違いの姉妹は双子のように寸分違わぬ見た目に生まれついたのだ。

　とは言っても、内面から滲み出る雰囲気はまったく違う。

　ナディアがよほどしおらしい演技をしなければ、万が一、レイラとナディアが入れ替わったとしても、不自然さが目につくはず。

（見た目は似ているかもしれないけど、私とナディアは全然違う。他の人は騙せても、セリム様は気づくわよ……）

　泣きそうになりながら、レイラはそう願った。

　ナディアの斜め後ろにいたもう一人の女も、ニカーブを脱いだ。そこにいたのは、継母であるマリアムである。

　マリアムは、値踏みするようにレイラの身につけている衣装や装飾品を眺めやって、その美しい顔に高慢な笑みを浮かべた。

「悪いわね、レイラ。やっぱり、あなたを王妃にするわけにはいかないわ」

「……お継母様……！」

　あまりのショックに、レイラは琥珀色の瞳をまたたかせた。

「お継母様ですって？　まったく、聞いて呆れてしまうわ」

　マリアムは腕組みをして、レイラの顔を覗き込む。

「あなたのことを義理の娘だなんて思ったことは、一度もなくてよ？　だって、あなたは憎いあの女の娘……ナディアがお腹にいるときに、シークの寵愛を奪ったあの汚らわしい踊り子の娘。そんな呪われた女の血を引くあなたが、若い国王の寵愛を独り占めするなんて、このわたくしが生きている間は絶対に許さないわ」

　憎悪に満ちた言葉が、胸に突き刺さってくる。

　そうだ、忘れていた……自分が他人の不幸から生まれた忌むべき存在だということを。

　五年間、この二人と離れていたから、彼女たちの胸に渦巻く憎しみや恨みの感情に晒されずに済んでいた。

　しかし、自分が生まれた原因が父の浮気心だろうと母の色仕掛けだろうと、レイラの存在が彼女たちにとって邪魔だというのは不変の事実である。

　すなわち、レイラはこの場から排除されるのだ──。

　じりじりと二人に追いつめられて、背に冷ややかな大理石の壁面が当たる。その瞬間、一気に絶望感に襲われた。

　二人はレイラをどこかへやって、ナディアをセリムの寵姫にしようとしている。

　その時、セリムはレイラがいなくなった事実に気づいてくれるのか？　そして、レイラは二人の魔の手にかかった後も、この世に生きていられるのだろうか……？

　瞬時に、いくつもの疑問が彼女の脳裏を掠めた。

　侍女に助けを呼ぶのが一番いいのだが、そうしたら最後……本物のナディアの存在を知られ、彼女が偽者だとばれてしまう。

　どうするべきか迷っているうちに、二人はなお一層レイラを壁際に追い詰めていく。

「さようなら、偽の私」

　歌うようなナディアの声が耳を掠めた瞬間、マリアムがレイラの腕を掴んだ。

　口元に微かに刺激臭がある布が当てられると、頭の中にうっすらと靄がかかってくる。

「……起きた時には、地獄の底にいるかもね……」

　ナディアが呟くその言葉の意味を考える間もなく、レイラはその場に崩れ落ちた。







　──意識が戻ったのは、どれほど経ってからだろう？

　レイラが我に返ったとき、耳に入ってきたのは啜り泣く女の声。

　しかも、一人のものだけではない。何人もの女性たちが声を押し殺して泣いているように聞こえた。

（ああ……私はどこかへ連れ去られたんだ……）

　ぼんやりする頭の中に、ナディアの不気味な予言が甦ってきた。

『……起きた時には、地獄にいるかもね……』

　地獄という比喩にふさわしく、周りに見えるのは不潔で薄暗い空間。辺りに漂っている黴臭さに、思わず眉を顰めてしまう。

　この五年間、使用人が塵一つ残さず磨き上げていた後宮に慣れていたから、あまりの落差に愕然とした。

　そして、身動きをしようとして、レイラは気づく。両方の手首が後ろで拘束されていることに……彼女はこの地獄のような場所で、囚われの身になってしまったのだ。

　煌びやかな装身具や小花の刺繍が入った上着、宝石を施された帯などは、ナディアたちに取られてしまったのだろう。

　いまレイラが身につけているのは、おそらくナディアが着ていたもの。白い薄絹の内衣と、侍女が着るような黒い下衣だけだ。

　黒のニカーブは途中で外されたのか、そもそもないのかわからない。銀色の髪も白い顔も、露わにされてしまっているのが恥ずかしかった。

「ここ、どこなの？」

　思いがけず、心の声が独り言として漏れ出てしまう。

「あぁ……ここは、奴隷商人の地下倉庫だよ。要は、競売待ちの奴隷が入れられているところさ」

　レイラに律儀に返事をしたのは、近くで寝転がっていた一人の女だ。彼女もやはり手首を縛られている。

「競売……ですって……!?」

　あまりの衝撃に大声を出すと、女はむくりと起き上がり、器用に尻を使ってレイラのすぐ横ににじり寄って来た。

「ちょっと、あんた。おとなしくしな。看守に見つかったら鞭打ちされちまうよ。あんただって、その綺麗な体がみみず腫れになるのはいやだろう？」

　親切に忠告してくれる女は、黒髪に青い瞳を持っていた。この国に珍しい白い肌は土埃に薄汚れているが、後宮で見た寵姫たちに負けず劣らず美しい見た目をしている。

「あんた、いいところのお嬢さんかい？　その服、絹じゃないか！　悪い奴らに攫われちまったのかい？　かわいそうにねぇ」

　値踏みするようにレイラを見回した女の瞳に、憐憫の色が浮かんだ。

「……あたし、サラっていうんだ。西の国の出身なんだけど、親父の借金のカタに売られたんだ。羽振りがいい商人の旦那の女になったんだけど、奥さんと喧嘩になって平手打ちかましてやったら、さすがに旦那もやり過ぎだって怒ってさぁ……また、奴隷競売に逆戻りってわけだよ」

「まぁ……！」

　思いがけないサラの身の上話に、レイラは泣きそうになる。

　世の中には、そうした不遇な女がいくらでもいる。かつての自分も、もちろん不幸のどん底にいたのだ。

　ここ最近、セリムの後宮で華やかな生活をしていて忘れかけていた。なるべく見ないようにしていた……この国が持つ恐ろしい歪みを。

　貧しい女は、金持ちの男に性奴隷として売られる。

　この国では人種的に黒髪で肌も浅黒い者が多いためか、レイラやサラのように色素が薄い女は珍しく、高値で取引がされるらしい。かつてレイラが下働きをしていた時に、奴隷出身の官女からそういう話を聞いたことがあるのだ。

　無言のままで俯く彼女に、サラはため息混じりに呟いた。

「今の時期は、色んな国の商人が都に集まるから、どこに行くかわかったもんじゃないよ。あたしも次は、海の向こうに売られちまうかもしれないなぁ……ああ、やだやだ」

　それを聞いて、レイラは愕然とした。

　たしかに、遠方に売られる可能性はある。

　セリムの結婚式のために王都に集まっているのは、各国から来た王族やシークたちだけではない。香辛料や宝石、絹織物などの商品売買を目的として、海を跨いだ大陸からはるばるやってきた貿易商たちも滞在しているのだ。

（でも、人身売買なんて違法のはずじゃ……？）

　アハメドが国を治めていた時期は、法律があってもまったく機能していなかった。

　当の本人が奴隷商人と懇意にして美女を後宮に集めていたものだから、違法であってもなかなか取り締まることができなかったらしい。

　しかしながら、セリムはそうした腐敗を一掃しようとしている。自身が愛妾を持たないという清廉潔白さを前面に打ち出しており、過去に制定された奴隷禁止法を厳格化しようとしているのだ。

　法律では、奴隷売買については労務目的で、本人の意志表示の署名がある場合に限り許可されている。本人の合意がない場合や、誘拐といった不法行為、競売も禁止であるし、性奴隷としての人身売買はすべてにおいて取り締まりの対象になる。

　スルタンの目が行き届く王都では田舎に比べたら犯罪は少ないと聞くが、セリムは即位して間もないのでどこまで現状を把握しているのか、レイラにはわからなかった。

　サラの話から推測するに、攫われたり騙されたりした女を売買する秘密の競売所が、この王都のどこかに存在するようだ。

（恐ろしいわ……、セリム様はこのことをご存じなのかしら？）

　若きスルタンの姿を心に思い描くと、一瞬だけ自分が置かれている苦境を忘れられた。

「ところで、あんた。名前は？」

「レイラです」

「へぇ、レイラか。可愛くて、あんたによく似合っているよ」

　サラに名前を褒められて、思わず頬を赤らめた。

　こんな境遇でも、自分の名を聞いてくれる相手がいることと、本当の名を名乗れることはひと時の安らぎを与えてくれた。

「レイラ、あんたがどういう身の上だか知らないけどさ、金持ちの男なんて強欲なもんさ。あんたもあたしも、変な主人に買われないといいねぇ」

「そ、そうですね……」

　口先ではそう返事をしたものの、レイラは待ち受けている運命を素直に受け入れているわけではない。

　なぜなら、昨晩、セリムに抱かれたぬくもりもまだ冷めていないから──なのに、違法な競売にかけられて遠くに売り飛ばされ、二度と会えないなんてどうしても信じたくない。

　それは、身を引き裂かれるような激しい痛みをレイラにもたらす。

（ああ、今になってわかった）

　目頭に一気に熱いものがこみ上げた。

（……私は、いつの間にか心の底から愛していたんだわ……セリム様のことを）

　彼は家族と呼べる存在がいないレイラにとって、ぬくもりをくれた初めての相手だった。

　これまでに与えられたどんな豪奢な衣装や宝石類よりも、セリムの存在は自分の人生にとって貴重な贈り物だったことに、レイラはようやく気がついたのだ。







　──それから、何時間くらい経っただろう。

　部屋に看守らしき男がやってきて、手枷をつけられた状態の女たちを外に追い立てた。

　どこかに逃げ道はないかと廊下を見回すレイラに、最後尾についた護衛の男が尖った声で怒鳴ってくる。

「おい！　その銀髪、さっさと歩け！」

「は、はいっ」

　咄嗟に返事をしたものの、レイラは周囲を観察することを止めなかった。

　列の後方にいる彼女は、護衛の隙をつけば逃げることができそうだ。

　しかし、後宮のクーデター騒ぎの時と勝手が違い、あまりにも彼女たちがいる場所は暗く狭い。しかも、手枷がある状態だと逃げてもすぐに捕まえられてしまうだろう。

（もう少し、様子を見ないといけないわ）

　階段を上がると、黴臭さが少し和らいだ。地上階に出たのだろう。

　そのまま進むと、司会者らしき男の声が聞こえてきた。舞台裏と会場の間に敷かれている黒い緞帳の隙間から、廊下に灯りが漏れている。

「さぁ、皆様！　お待ちかねの白い肌の女たちが参りますよ。さっきまでより値が上がりますが、上玉ばかりですので、そのまま楽しみにお待ちください！」

　そんな言葉を耳にすれば、虫唾が走るのも仕方ないだろう。

（いったい、私たちのことを何だと思っているの？）

　心の中で、レイラは憤っていた。

　彼女がここにいる直接的な原因は、継母と異母姉の策略である。恐らく、あの二人がレイラのことを奴隷商人に売ったのだ。

　ただ、自分の身の上を度外視しても、この競売は許しがたい行為。

　罪のない女性たちが金持ちに好きにされるのを見るのは、胸が抉られる思いがする。自分も近い未来にそうなるだろうことも、レイラの心を深く傷つけていた。

　すでに黒髪に浅黒い肌を持つ女奴隷のオークションは終わり、買われた女たちはぞろぞろと己に待ち受ける運命に項垂れて舞台裏に戻ってきた。

　皆、服を切られて豊かな胸や下半身を露出させられているのが悲惨だった。

（……これから、私もああなるってこと……？）

　レイラの背に冷や汗が流れ落ちる。

　十人以上いる黒い肌の女に対して、白い肌の女はレイラを含めて三人しかいない。

　一番後ろに並ばされているとしても、一番目に出て行った女が舞台上で何をされているか、緞帳の隙間から見えてしまう。

　──そこに広がっていたのは、異様な空間。

　半円形の舞台を囲むように作られた席に座る客たちは、素性を隠すためなのか黒い仮面を被っている。何十もの視線の先にあるのは、壇上で服をはだけさせられ、白い肌を露わにする金髪の女の姿だった。

「きゃーっ……！」

　看守が服を剥ぎ取ろうとするのをいやがっている女の悲鳴が、辺りに響き渡る。

　あらかじめ着衣を脱がされず、壇上でその作業をするのは明らかに男たちの嗜虐的な欲求を満たすため。

　その意図を悟って、レイラは恐怖に顔を歪ませた。

「いや、やめてっ！」

　騒いでいた女も、騒げば騒ぐほどに看守が暴力的になり、客が面白がって野次を飛ばしてくるのを知って、最後のほうは口を噤んでしまった。

（ひどい……！）

　レイラは、目の前で繰り広げられる光景にショックを受けた。

　金髪の女は胸や尻を見られるのみに留まらず、後ろ向きで屈みこんだ姿勢で下肢の秘裂を広げられている。露出した女花を値踏みするように鑑賞する客たちの視線は、ギラギラとした欲望に満ちていた。

（……ひどすぎるわ、こんなの……！）

　憤りを通り越して、悲しくなってきてしまう。

　サラの情報によれば、こうした違法の競売所に出入りできるのは、ごく一部の限られた特権階級のはず。

　セリムの結婚式に集まった貴賓──国内各州のシークたち、諸外国の君主、そして、貴賓たちの命を受けた代理人がそれに当たるのではないだろうか。

　そうした者たちが、ハシーム王国や周辺国で権力を持っていることが許せない。

　彼らにとって、奴隷は人間ではない。ただの欲望の対象なのだ。

　代理人たる商人とて同罪だ。その奴隷が自国でどれだけの値がつくか、どれだけ儲けが出るのかを算段するのに忙しく、奴隷たちにも人の心があることを失念しているのだから。

（こんなにたくさんの人たちの前で、裸を見せるっていうの……？）

　その残酷な現実は、レイラを絶望のどん底に突き落とした。

　ニカーブやヴェールなど顔や髪を覆うものがない今も、この国の女として最大限の屈辱を与えられているのに、その上、裸身を見せるというのか。

　同性の官女たちに風呂や着つけの世話をされ、他人に肌を露わにすることに最近ようやく慣れてきたレイラである。

　それが、セリム以外の男に……しかも、こんなに多くの観衆の前で服を剥ぎ取られ、胸や尻を観察されるなど悍ましい以外の何物でもない。

　顔を真っ青にして震えているレイラに、残酷な指令が飛んでくる。

「今度はお前だ」

「……！」

「お前がオオトリなんだからな、銀髪。金貨一枚でも値上がりするように、金持ちの旦那たちに笑顔で媚びろよ！」

　唇を戦慄かせている彼女を励ますように、舞台から戻ってきたサラが声をかけた。

「頑張りなよ、レイラ。あんな強欲ども、全員腐ったジャガイモだって思えば、どうってことないさ！」

「あ、ありがとう……」

　あっけらかんとしたサラの言葉には救われたが、そうは言ってもこの極限状態で平常心を保てるはずがない。

　モタモタしていると、看守に小突かれて舞台の上へと促されてしまう。

「さあ、皆さん、ご注目！　次の奴隷は、間違いなく超が何十個もつくほどの上玉だ！」

　司会者が意気揚々と、レイラの紹介をし始めた。

「なんと、この美しいお嬢さん、後宮にいた官女ですよ！　この白い肌と琥珀色の瞳、見事な銀髪をご覧ください。滅多にいない美形でございましょう？」

　顔をよく見せようと、看守が俯いているレイラの髪を乱暴に引っぱって上を向かせた。

　近くにあったランプの炎で直接顔を照らされると、あまりの眩しさに目を瞑ってしまう。

「おーい、それじゃあ、旦那様方に瞳の色が見えねぇだろう？　さっさと、目ぇ開けろや」

　客に対する態度とは正反対。まるで家畜に対するかのように恫喝してくる司会者に促され、レイラは恐る恐る目を開く。

　すると、彼女に絡みついてきたのは、何十人もの男たちの粘っこい視線。彼らの前に、これから肌を晒すかと思うと屈辱感に泣きたくなる。

　これまでにだって、つらいことは経験してきたと思う。継母の虐めに堪えてきたし、残虐王の後宮でも息を殺して生き長らえた。

　数多の屈辱に耐えてきたレイラは、心のどこかで信じていた。いつか、セリムがレイラのことを探し出してくれるのではないか、と。

　ナディアとレイラとの見た目が酷似しているとは言え、さすがに同一人物のふりをするのはむずかしいはず。

　しかし、万が一ナディアがレイラに入れ替わったことに気づかなかったら……？

　仮にセリムがその事実に気づいたとしても、本当のナディアのほうが好都合だと思ったら、いったいレイラはどうなってしまうのだろう？

（ああ、セリム様……それでも、愛していますわ……）

　レイラは胸の奥底で、セリムの名を呼び続けた。

　男らしい美貌に、黒曜石のような瞳。レイラの名を呼び、愛の言葉を紡いでくれた唇のぬくもり──そのすべてが、彼女にとって何にも代えがたい宝物だ。

　だから、彼を信じようと思った。どこかに連れ去られる前に、セリムが助けに来てくれることを。

　僅かな希望に縋るように、レイラは可憐な顔に穏やかな微笑を浮かべた。

　その笑みは、汚い欲望に塗れた場には似つかわしくないほど神々しく、彼女にナイフを近づけた看守さえも、これから服を剥ぎ取る野蛮な行為にためらいを覚えているようだ。

「おーい、さっさと脱がせろ！」

　躊躇していた看守に業を煮やして、司会者に声を荒らげる。

「なぁ、悪く思うなよ、銀髪。俺は命令されたことをするまでだからな……」

　言い訳がましい言葉に、レイラは目を閉じて唇を噛みしめた。

　次の瞬間、レイラが聞いたのは、看守が漏らした奇声。

「う、うぎぃっ！」

　何事かと思って、自分を辱めようとした男を見ると、彼は顔を顰めて肩に手を当てている。その指と指の間からは、だらだらと真っ赤な血が零れ始めた。

「きゃ……！」

　何が起こったのか、と視線を彷徨わせると、舞台上に看守が落としたナイフの他に、小さな矢が落ちていた。

　おそらく、矢がどこかから飛んできて看守の手元を狙ったのだろう。

（でも、誰がそんなことを……）

　看守が怪我を負ったことで、レイラが受けようとした辱めは中断した。

　舞台上の突然のトラブルによって、それを見ていた客たちは慌てふためいている。

「皆さん、お静かに！　落ち着いてくださいっ！」

　その場から立ち去ろうとする客を、司会者が宥めていた。

　部外者がここに侵入した状況を考えれば、この競売が中止になってもおかしくはない。

　なぜなら、ここは違法の競売場。摘発などがあれば、どんなに権力がある客だとしてもその名声に傷がつかない保証はないからだ。

　レイラは看守が呻いている隙に、壇上から降りた。競りが終わって舞台裏で待機していた女たちが、何事が起こったのかと緞帳の隙間から中の様子を恐る恐る窺っている。

（この間に、外に出られれば……！）

　そう思って、競売関係者の視線をかいくぐって出口に駆けていく。

　ヴェールがない状態で外に行くのはためらわれるが、服はまだ着ているし手枷がついているから、他の女たちよりはましである。

（何とかなるわ……！　とにかく、ここを出なきゃ！）

　客が慌てているのを横目に、レイラは出口を強行突破しようとした。

　外に出て誰かを呼び止め、この手枷を外してもらって、中にいる皆のことも助けてもらえばいい……その一心で、とにかく走った。

　ところが、彼女が思うほど事はうまく運ばなかった。会場の外に出ようとすると、司会者の男がレイラの肩を掴んだのだ。

「……逃がすもんか！　俺がお前に、いったいいくら払ったと思ってるんだよ!?」

「きゃあっ、やめてっ！」

　恐ろしい形相をした男が彼女を舞台裏へ引っ張っていこうとすると、その瞬間、レイラの目の前に鮮血が飛び散った。

「ぎょえ……っ！」

　男の口から、苦悶に満ちた声が出た。

　彼の右胸に、先ほど看守を傷つけたのと同じ矢が突き刺さり、血飛沫が辺りに舞った。

「う、ううう……っ」

　もがき苦しむ司会者を、レイラは呆然と見守るしかない。

「……悪いな、手元が狂ったようだ。本当は心臓を狙ったんだがな」

　その時、会場内に響いてきたのは、せせら笑うような低い声。

　レイラには、それが誰のものだかすぐにわかった。彼女にとって、この世で誰よりも愛しい人だから──。

「セリム様……！」

　一気に表情を明るくしたレイラは、彼の名を呟いた。

　黒い軍服を身にまとったセリムは不敵な笑みを浮かべて、司会者の男にまっすぐ弓矢を向けていた。

　彼がこの場に登場したことで、客たちの混乱の理由がようやくわかった。

　出入口は封鎖されて、自由に外に出られないようになっていた。なだれ込んだ兵士たちが、次々と客たちや競売関係者を捕らえている。

　セリムは今、スルタンとしてではなく軍の司令官として、この違法競売上の摘発をしているのだろう。セリムの軍服姿は、欲に満ち溢れた会場の中にあっても凛々しく、神々しいまでに輝いて見えた。

「やっぱり来てくださったんですね、セリム様……！」

　レイラの喜びに溢れた声に、セリムは弓を下ろして苦笑いする。

「すまんな、レイラ。少々遅れてしまったようだ」

「なっ……なんだ、お前はっ！」

　会場内の混沌にもかかわらず、時が止まったかのように見つめ合っている二人に、司会者の男は憎々しげに喚き立てた。

「どんなに金と時間をかけて、この場を準備したと思ってやがるんだ!?　国王様の結婚式っていう大事な商売時にっ！」

　それを聞いて、レイラは失笑した。

　結婚式を前に、スルタンの似姿は国中至る所に飾られている。しかし、司会者は自分の目の前にいる軍服姿の青年が、まさか国王だとは思いもしなかったらしい。

　長身のセリムは、頭一つ分以上背が低い男の胸倉を掴み上げた。

「……ほぉ、お前。なかなか、いい度胸しているじゃないか？　この俺の顔がわからないっていうのか？」

「えっ……？」

　そう凄まれて、目をぱちくりさせる司会者に、兵士に縄をかけられた看守が近づいて耳打ちした。

「あのぉ……親分、うちらヤバいことしちゃったみたいですよ」

「はっ？　手短に説明しろ」

「この銀髪……いえ、こちらのお美しいお嬢さんは、今度王妃になるお方のようで……」

「……王妃？　な、なんだと!?」

　顔色を変えた司会者は、まじまじと自分を脅している男を見上げた。

「あのぉ……すると、もしや、あなた様は……」

「親分、その予測、大当たりです！」

　悪党二人のやり取りに呆れ果て、セリムは司会者を床に突き飛ばした。

「ひぇっ、国王陛下……！　も……、申し訳ございませんでしたっ！」

　態度を一変させて、地べたに這いつくばる男の頭を、セリムは怒りを露わにしながら上から足蹴にしてきた。

「この不届き者が！　違法な競売場を運営したばかりではなく、我が妃に辱めを受けさせやがって！」

「ひぃ、命だけはお助けをっ！」

「……まぁ、いいさ。死ぬほどつらい生活がお前には待っている。お前は、財産と身分を没収、その上で労役奴隷になってもらおう。それくらいじゃ、お前が運命を変えた奴隷たちの羞恥と無念は晴らせないだろうが、な」

「あぁ……もうお終いだぁ……」

　さめざめと涙を流し、嘆き悲しむ司会者をセリムは部下に託した。

　セリムは無言のまま、上着を脱いでレイラに頭からかけてやる。

　彼女の内衣は透けてはいないものの、稀有なる銀髪や顔を他の男の視線から隠そうとする気遣いは、今の彼女には何よりもありがたかった。

　愛しそうに見つめるセリムの視線に、じわりと胸が熱くなってくる。

「レイラ、大丈夫か？」

「……セリム様、助けてくださってありがとうございます。姉が入れ替わったことに、気づいてくださったんですね……！」

「いや、気づいたのは俺より官女たちが先だ……無論、俺も一目見てわかったけどな。官女長がどうしようもなく怒っていてな。お前の姉に熱いコーヒーをぶちまけて、軽くお仕置きしていたぞ」

「まぁ……！」

　その話に、レイラは涙が出そうになる。仲間たちや、官女長も気づいてくれるなんて思いもよらなかった。

（みんな、そこまで私のことを気にしてくれていたのね！）

　しかし、お仕置きされたとしても、本物の嫡女でありセリムの妃になるべきはナディアである。

「あの……それで、姉たちはどうなるのですか？」

　不安げな表情をすると、セリムは彼女を安心させるように頷いた。

「ああ、お前の継母と姉か。あいつらはしばらく牢獄で腐った飯でも食わせてもう少し反省させてから国外追放にする方向で調整中だ。この俺を騙したばかりか、お前を売り飛ばそうとしたんだ。本当は、アハメドと同じく公開処刑して、首を城外に晒してやってもいいんだが……」

「えっ、処刑!?　それは、少々やりすぎでございましょう？」

　実際に前王を同じように処罰したのだから、セリムが本気になれば二人とも命はないだろう。

　ただ、幸いにも自分を含めて奴隷として売られる寸前だった女たちは助かった。今後、奴隷競売も取り締まられることを考えると、そこまでする必要もないのではないか、とお人好しのレイラは思ってしまう。

「……まぁ、さすがにこれから関係強化すべきシークの家族を処刑すると何かと面倒だ。シャキアのシークも泣いて縋ってきたから我慢してくれ。何だったら、追放の前に鞭打ちでも烙印刑でも、何でも追加してやるから！」

　冗談めかしたセリムの笑顔を見て、レイラは安堵した。

　誰かを憎んでも、そこから幸せは生まれない。だから、レイラは継母とナディアに復讐するつもりはない。

　たしかに、あの二人をそのまま野放しにしたら、シークを唆してまたレイラに仇なすに違いない。しかし、富と名誉を失って国外で苦労を味わえば、これまで虐げてきた者たちの気持ちを理解できるだろう。

　結果的に、セリムは実母の敵打ちをしてくれた。それを聞いて安堵してしまうのは、あの二人がレイラの人生をずっと台無しにしてきたから。

　そして、彼女たちが追放刑になるということは、レイラが生まれながらに抱えていた長い苦悩が終焉を迎えることを示唆していた。

「ありがとうございます、セリム様……私、何とお礼をしたらよいやら……」

　これまでの月日を思い返して泣き始めた彼女を、セリムは優しく抱き寄せた。

「お前のことは一生、俺が守るからもう泣くな。お前を苦しめる者は、誰でもこの国から排除してやる……だから、安心しろ」

　その言葉の優しさと彼がくれるぬくもりに、レイラはゆっくりと瞼を閉じた。







６．スルタンは初恋に囚われる








　救出された女たちの保護と競売関係者の連行を部下に託し、セリムは最小限の護衛を伴って、競売場の近くにある市場バザールに行った。

　上着を借りてレイラは身を隠していたものの、このままの格好で王宮に戻れば何かと邪推されてしまう。そのため、最低限の装いは調達せねばならない。

　セリムが服屋で選んでくれた水色の絹の長衣を身にまとい、銀糸が入ったヴェールで顔を隠すと、ようやくレイラは人心地がついた。

　そんな彼女を気遣うセリムの優しい眼差しに、レイラはようやく自分がもとの生活に戻れるのだと安堵するのだった。

「お前に見せたいものがある」

　身支度を整えた彼女を連れ、セリムが向かったのは街外れの砂漠である。

　時刻は夕方──西に傾く太陽が、空と大地を橙色に染めようとしていた。

「……美しい景色ですわ」

　陶然として、レイラはそう呟いた。

　ほんの数時間前までは奴隷になることを覚悟していたのに、今はこうしてセリムの腕に抱かれ、幻想的な情景を眺める贅沢を味わっている。

　その奇跡を思うと、自然と胸が熱くなってきた。

　地平線へと傾きゆく夕日を馬上から見つめながら、セリムはレイラに尋ねた。

「覚えているか、レイラ。お前は三つの罪を犯した、と俺が言ったことを」

「ええ」

　彼女はセリムを見つめながら頷いた。

　覚えてはいるが、結局、三つ目の罪が何なのかわからずじまいである。

　その答えをセリムに問うこともなかったが、たまに気にしては自分の過去の行いを反省したりもしていたのだ。

「結局、あれは何だったのですか？」

「……お前の三つ目の罪は、お前が俺を覚えていなかったことだ」

　そう指摘されたものの、反乱の日より前にセリムを見た覚えはない。

　そもそも、彼のような美しい男に出会っていたのなら、一生忘れるわけがないのに。

「夕日まで見せて、ここまでヒントを出しても思い出さないとはな」

　それを聞いて、レイラは首を傾げた。

「……お前にとって、俺はずいぶんと印象が薄かったようだ」

　苦笑するセリムに、レイラは口を尖らせた。

「まぁ……、意地悪ばかりおっしゃるのですね！　記憶にある限り、セリム様のような男性に出会ったのは生まれて初めてですわ」

「そうだな。あの時、俺は変装をしていたから」

「変装？」

「ああ。ヴェールを被って、女のフリをしていた。まだ子どもだったお前に、水と焼き菓子を恵んでもらった……もうヒントどころじゃないな、これは」

　そのセリムの言葉に、心の奥底から色褪せた思い出の断片が浮かんできた。

　それは、ある少女と出会った遥か遠い日の記憶──。







　この国はどこに行っても砂漠に囲まれている。

　北の果てにあるシャキア州とて例外ではない。郊外には茫洋とした砂漠が広がり、不幸にも街まで辿り着けない者が命を落とすことさえある。

　レイラの母の墓地は、そんな砂漠が見える朽ちた祈祷所の敷地内にあった。

　異国の踊り子とてシークの寵愛を得て子まで成した寵姫であれば、州の中心地にある礼拝堂に葬られるのが通例である。

　しかし、継母のマリアムは殊の外、レイラの母のことを憎んでいた。彼女の目につく場所に葬れば継母の不興を買うから、致し方なくここに葬るよう手配をしたのだろう。そんな父の立場を、レイラは責めることはできなかった。

　月命日になると、レイラは母が好きだったナッツを上に載せた焼き菓子と白い花を持って墓地を訪れる。そのひと時だけが、幼い少女が家族の存在を感じられる時間である。

　十二歳になったあの日も、レイラは墓地にいた。

　お墓参りを済ませ、墓地の近くで余分に持ってきた菓子を食べようとしていた時だった……馬の嘶きに振り向くと、レイラは馬の足元に誰かが倒れているのに気づいた。

　恐る恐る近づいてみれば、そこに横たわっていたのは白いフードを身にまとった少女。

（……死んでいるの？　気を失っただけならいいけれど……）

　この辺りにはオアシスがないため、水分不足で亡くなる者は多い。そもそもこの墓地も、そうした不幸に見舞われ、道半ばで倒れた旅人のために作られたものである。

　それに国の北に位置するとは言え、季節は盛夏。昼間の砂漠は灼熱地獄だし、水があっても失神することもある。

（まだ若そうなのに、死んじゃったらかわいそうだわ！）

　ヴェールを上げて彼女の顔を覗き込むと、その美しさにレイラは目を見張った。

　浅黒い肌に黒髪というのはこの国の民族の特徴だが、すっきりとして整った美貌で高貴な出自であることを想像させる。それにもかかわらず、伴を連れずにここまで一人で旅してきたのには、何か理由がありそうだ。

　手を翳すと、幸いなことにまだ息はしている。暑さと疲労で気を失ったのだろう。

　持っていた水筒から、レイラは水を一口飲んだ。口移しでそれを飲ませると、少女の意識はすぐに戻った。

　黒曜石のように澄んだ美しい瞳が、至近距離にあるレイラの顔を驚いたように見上げる。

「大丈夫ですか？」

　そう尋ねると、彼女は見知らぬ銀髪の少女の凝視に恥じらいを感じたのか、頬を微かに赤らめてレイラの手を振りほどいた。

　レイラはそんな彼女の振る舞いに気を悪くするどころか、持っていた水筒を彼女に手渡した。

　黙ってそれを受け取った少女は、まだ喉の渇きが癒えていなかったのだろうか、無言のままで貪るように水を飲み干した。

「……助けてくれたんだ、ありがとう……君の名前を聞いてもいい？」

　水で濡れた口元を拭いて視線を外しながらも感謝の意を伝える彼女に、レイラは微笑みかける。

「私、レイラと言います。シークの宮殿の下女として働いているんです。怪しい者じゃないから大丈夫ですよ」

「そうか。シークのところに……」

「これから、どこへ行くんですか？　もし宿が必要なら、私のところにきてもいいですよ」

「宮殿ってこと？」

　改めて問われて、胸が苦しくなり、レイラは泣きそうな表情になる。

　下女でもほとんどの者は、宮殿の半地下にある宿舎に暮らしている。レイラはシークの血を引いていながら、それさえも許されない立場なのだ。

「……いえ。私はお継母様に嫌われているから、宮殿の外の家畜小屋を改装したところに暮らしています……午前中は家畜の世話をして、午後は洗い物を手伝って」

「そうなのか……それは大変だ」

　哀れみの色を滲ませ、少女はレイラの話を聞いていた。

「宿は大丈夫だ。この街には知人がいるから」

「そうなんですね、よかった！」

　水を飲んで元気を取り戻した少女を見てレイラは安心した。他に何かできることがあれば、と持っていた焼き菓子を差し出した。

「……あっ！　これ、お母さんに作ってきたの。多めにあるから、あなたにもあげるわ」

「お母さんって、もしかして……」

　少女はうら寂しい墓地に視線を向けた。

　すっかり荒れ果てた墓地の中で、一つだけ掃除が行き届いている墓石。そこに置かれた瑞々しい白い花を見て、少女はすべてを悟ったようだ。

「ええ、いつも月命日にここにお供えに来ているんです。お母さんがこのお菓子が好きだったから……いつもこの日だけは特別に、厨房の料理長がお菓子を作らせてくれて。甘くておいしいから、これ食べて早く元気になってくださいね！」

「ありがとう」

　少女は素直に菓子を受け取って、恐る恐る口に運んだ。

「毒なんて入ってないです。心配しないでいいですよ！」

「ああ……すごくおいしいよ」

　冗談めかして言うレイラに、少女はようやく笑みを浮かべてくれた。

　それがうれしくて、つられてレイラも微笑んでいた。こんな風に晴れやかな気分になることなんて、ずいぶんと久しぶりな気がした。

　これからの非常食に、とレイラは彼女に袋に入っていた残りの菓子をぜんぶ押しつける。

　その行動に驚いたようだが、少女ははにかんだ笑みを浮かべながら大事そうに袋を懐にしまい込んだ。

「君には命を救ってもらった。今は旅の途中だから無理だけど、いつかきっと礼をする」

「いいんです、そんなの……あっ！　あなたの名前を聞いてもいい？」

　少女は一瞬ためらったのちに、教えてくれた。

「……ゼフラ」

「ゼフラって言うのね。ゼフラ、あなたのことは忘れません。いつか、また私のことを訪ねてきてくださいね」

「わかった。その時は、君の好物をたくさん持っていくよ」

　ヴェールを下ろして、馬に乗るとゼフラはレイラに別れを告げた。

「レイラ、元気で」

「あなたも元気で、ゼフラ！」

　手を振るレイラは、その少女との別れに寂しさを覚えた。

　下女として暮らすレイラには、友人と呼べる相手がいなかったため、同世代の少女と話すのが初めてだったのだ。初めて友人ができたのに、こんなにすぐに離れ離れになってしまうのが、とてもつらかった。

（いつか、また会えるわよね……約束してくれたもの）

　街のほうに去って行く少女の後ろ姿を、レイラはずっと見つめていた。ゼフラが無事に目的地に辿り着くことを祈りながら──。







（そう……あの時も、こんな夕暮れだったわ）

　白い建物が大半を占めるシャキアの街並みが橙色に染まる様子を、レイラは思い出していた。

　それは、まるで今見ている景色のように美しく、懐かしいもの。故郷を思い出す情景とそこにいた黒髪の少女、そして、目の前にいるセリム──。

（セリム様が、ゼフラだったってこと……？）

　今でこそ上背もあり筋肉もついている彼も、少年時代にはもう少し線が細く、面立ちも柔らかかったはず。

　セリムもゼフラも、言われてみれば黒曜石のように澄んだ瞳をしていた。

　奇妙な合致は、偶然などではない。レイラがセリムと出会ったのは、彼が意図的に手繰り寄せた運命だということにようやく気づく。

　それは、レイラの中で点と点が繋がった瞬間だった。

「そんな……今まで気づかなかったわ！　ずっと、女の子だと思っていたのに……」

　いまだに信じられない様子の彼女に、セリムは破顔する。

「なかなかの名演技だっただろう？　あの時は、まだ声変わりもしていなかったから、旅の途中で女だと油断させて、よく盗賊から金を巻き上げたもんさ」

「じゃあ、ゼフラっていう名前は嘘だったんですね！　ひどい！」

「あれは、俺の姉の名前だ。アハメドに嫁ぎ、初夜に殺された花嫁の一人だった」

「えっ……!?」

　セリムの姉の話を聞くのは初めてだ。イブライム州のシークがアハメドの血縁者だということは聞いていた。まさか前王と血縁がある彼の姉が、後宮で起きた身の毛もよだつ事件の被害者の一人だなんて誰が想像するだろう？

　悔しそうな面持ちで、セリムはこう続けた。

「そう……俺が反乱を起こした契機は、アハメドに復讐するためだった。俺も姉もお前と同じで、愛人の子どもだ。イブライムではシークの子は、男は軍人として育てられ、女は王都の後宮に差し出される。姉もそうして残虐王のもとへ行き……そして、あっけなく殺されることになった」

「そう……だったんですね……」

「お前に会った頃、娘を殺されたシークや権力者たちに協力を取りつけるために性別を偽って、アハメドへの対抗勢力を集めていたのだ。少しずつ不満分子の情報を得て、国中至るところに足を運んだ。無謀な旅をしていたせいで、たまに行き倒れになりかけることもあったが……そのお陰で、お前に出会えたなら怪我の功名というものだろう」

　そう説明されて、ようやく高貴な雰囲気を持った少女が行き倒れになっていた意味を理解した。

　傍から見ればほんの一瞬で成功したクーデターも、それを準備して実行するまでには並々ならぬ努力と十年近い月日が必要だったのだ。

　その原動力が姉の復讐であり、その道程で彼の姉と同じような近未来が待ち受けるレイラに出会ったのは、今考えると運命の悪戯としか思えない。

　当時の心境を思い出してか、遠い眼差しをしてセリムは続ける。

「あの時、アハメドを殺すことだけが生き甲斐だった俺に、別の希望をもたらしてくれたのはお前だ。流行り病で死んだ俺の母は、シークの宮殿の厨房に勤めていた下女で、いつも荒れた手をしていた」

「まあ……！」

　南部のシークの息子と聞いたから、てっきり正妻の息子だと思い込んでいた。

　しかし、母が宮殿の下女ということは、レイラと同じような身の上だということになる。

「お前が俺の額に触れた時、俺は母のことを思い出した。お前は荒れた手で俺を助け、貴重な焼き菓子まで渡してくれた。悪鬼のようだった俺が、ほんの少しだけ人間としての心を取り戻せた気がしたんだ」

　その穏やかな声を聞いていると、胸が熱くなってくる。少年時代のセリムが受けた心の傷を、自分が少しでも癒せたこと。それが今の彼との関係に繋がっていること……そのすべてが、レイラにとってはまるで奇跡のようなものだから。

「そのことは感謝する。だがな、お前は俺のファーストキスを奪った女なんだぞ。それなのに、俺をすっかり忘れていた……それが、俺が言っていたお前の三つ目の罪だ」

「えっ、ファーストキスって……!?　あれは、人命救助ですわ！　しかも、私はまだ十二歳だったのに」

「俺は十五歳だった。あんな風に水を飲まされたら、思春期の俺としては意識するに決まっているだろう？」

　不貞腐れたような声に、レイラは頬を赤く染めて抗議する。

「……だって、死にそうな人がいたら水くらい飲ませます！　それをキスだなんて……」

「これは困ったな。お前の周りで瀕死になった奴を、俺は全員殺さねばならない。お前がキスして他の男を助けるところなんて、想像しただけで気分が悪くなってくる」

「もう、セリム様ったら……」

　この国の栄華のすべてを掌握しているスルタンが、自分に子どもじみた嫉妬をしていることが、レイラには到底信じられなかった。

「お前は三つ目の罪を自覚したのだから、それ相応の罰も受けねばなるまい」

「えっ……それは、どういう罰ですの？」

　一つ目と二つ目の罰は、セリムの女になることで贖ったはず。だとしたら、三つ目はいったい何になるのか、と考えを巡らした。

「そんなに警戒するな。一生、俺のそばにいてずっと俺の女で居続ければいいだけだ……王妃という身分だけではなく、心と体もすべて俺だけのものに」

　からかうように囁いてくるセリムに、レイラの胸は高鳴った。そんな甘い罰なら、いくらでも受けよう、と。

（セリム様は、そんなに私のこと……）

　どうやらレイラは、ずっとセリムのことを誤解していたらしい。

　彼女を王妃にしてくれるという話は、政治的な思惑でも単なる性愛の相手でもなかったのだ。王宮の前庭で再会した時から、セリムは求めてくれていたのだ……ありのままのレイラのことだけを。

　少女時代に彼に渡した焼き菓子と寸分違わぬものを、祝宴で出されたときに気づくべきだった。その後もデザートに同じものを何度も出された。てっきり、北部出身のレイラを気遣ってくれたのかと思っていたが、そこにはもっと深い意味が隠されていたのだろう。

　セリムはヒントを色々出してくれていたのに、レイラは自分のことで精一杯で気づけなかっただけ。

　きっと、彼はレイラに初めて出会った頃から好意を持ち、彼女の存在そのものを欲してくれている。そう思った途端に、レイラの心にあたたかいものが流れ込んでいく。

「もしかして、あの時から私のことを……？」

「今更、お前も無粋な女だな。ファーストキスの相手も、初恋の相手もお前だ」

　少し拗ねた表情をしながらも、彼はレイラの頬に唇を押し当てながら素直に認めた。

「お前に会うため、俺は様々な困難を乗り越えられた……なのに、お前を訪ねてシャキアに行ったら、誰もがお前は行方不明だと言った。俺は方々を訪ねるついでにお前の行方を探したがどこにも見つからなかった。そして、ようやく気づいた……シークの嫡女が王都に行った時期にお前も姿を消したのだ、と。そう考えると、ナディアという女の身代わりに後宮に行かされたのがお前じゃないか、という疑惑が生まれたってわけだ」

　きっと、継母に箝口令が出されて、宮殿の下女たちは部外者のセリムに本当のことを言えなかったのだろう。

「……アハメドは残虐な男だ。もし、お前が後宮にいるなら、早く助けねばならないと気持ちが焦った。しかし反乱に準備をするのに時間がかかり、五年もかかってしまった。そんなに長い間、つらい思いをさせてすまなかったと思っている」

「何をおっしゃいますか！　セリム様は何も悪くありませんわ」

　レイラは、彼の首筋に手をかけた。

「私もあなたを愛しています。きっと、私ほどあなたを恋い慕う女は、この世界にいないんじゃないかと思うほどに」

「それは、本当か？　俺はてっきり、自分ばかりが気持ちを押しつけているのか、と……」

　まるで、少年のように声を震わせて尋ねるセリムに、レイラは彼を安心させるような笑みを浮かべて頷いた。

「あなたが私の名を呼んでくれた時、とてもうれしかった。ナディアの身代わりとしてじゃなく、本当の私を見てくれる人がいる……本当の私を求めてくれる誰かがこの世にいる。そう思うだけで、心が躍って胸がときめいて……」

「レイラ……！」

「だから、私はあなたを一生愛し続けるでしょう。もし、さっきあなたに救われずにどこかに売られていたとしても、遥か遠い地からあなたのことをずっと想い続けていたはずですわ」

　ありのままの切ない心情を聞いて、セリムは彼女を強く抱き寄せた。

「愛している、レイラ。お前は、俺のすべて……俺の命そのものだ」

　熱い囁きに、胸の鼓動が高鳴っていく。

　虐げられてきた過去のつらい記憶は、きっと彼と共に過ごす幸せな時間の中で美しいものに書き換えられるに違いない。

　あたたかな腕に囚われながら、レイラはそう確信していた。

　地平線に沈みゆく夕陽が重なり合う二人のシルエットを照らし、大いなる砂漠に覆われた大地には夜の帳が落ちようとしていた。







７．永遠に続く蜜月の中で








　国王セリム＝シャハード・イブライムとシャキア州シークの娘レイラの結婚式は、王都最大の礼拝堂で厳かに執り行われた。パレードでは、若く美しい国王の姿と王妃に選ばれた銀髪の乙女を乗せたきらびやかな輿を一目見ようと、多くの観衆が参道に集まった。

　若い二人の結婚は盛大な拍手で民衆に歓迎され、王妃になったレイラは緞帳の合間からその様子を覗き見て、感動のあまり嬉し涙を流すのだった。

　夜には王宮の広間で各国の権力者や使節団、そして各州のシークたちを招いた宴が行われたものの、新婚の国王は挨拶が終わると早々に退出すると言い出した。

「俺は今後、一人しか女を愛さないのだ。跡継ぎの顔を早く見たいのなら、王妃と俺を早く二人きりにしろ！」

　せっかく祝宴に集まった貴賓を蔑ろにするような行動は国交に影響があるのでは、と心配して苦言を呈した側近にセリムは恫喝する。

「伝統や慣例が何だっていうんだ！　それを守っていた国王が何をした？　ずっとこの国の大事な国民が拐かされて、他国に売られていたのだぞ？　前王までの慣例も、俺がすべて潰してやる。俺がこのハシーム王国の法律だ……わかったか!?」

「お、仰せのままに……！」

　恐縮して頭を地べたに擦りつける側近たちに、レイラは憐みの視線を投げかけた。

　セリムの憤りの中には、諸外国の貴賓の中に例の競売場で捕らえられた者がいたことへの怒りと、愛する女が危機に瀕したことに対する自分への歯痒さが含まれているはず。

　結局、外交問題に発展させないために、競売場の客を処罰することはできなかった。

　そもそも、それまで残虐王が何の対応もしなかったことが問題である。ハシーム王国側の瑕疵であり、客たちが何も知らなかったと言えば罪に問うことはできない。即刻処刑をすることも厭わぬセリムとて、ここは堪えるしかなかったのだ。

　しかし、この事件は今後への教訓になった。今回、彼が弾劾したのは国内の関係者のみだが、人身売買に関する法律改正を進めて、各国と協議をして海外の貴賓までも処断できるよう厳罰化する予定である。

　レイラを散々苦しめていた継母マリアムと異母姉ナディアは、シャキア州のシークの嘆願により、死刑ではなく国外追放処分に留められた。貴人としての身分も戸籍も抹消となった彼女たちの代わりに、シークは亡くなったレイラの母に正妻の地位を与え、その亡骸をシャキア州シークの霊廟へと移して手厚く埋葬した。

　かくして、レイラは嫡女として籍に入ることになり、彼女はナディアの身代わりではなく、セリムの妃として皆に本当の名で呼ばれるようになったのだ。

　過去の経緯はさておき、レイラは正々堂々と自分の名を使えることがうれしかった。

　愛するセリムと正式に結ばれて、多くの民にも祝ってもらえた。そんな喜びに満ちた一日を、つまらぬ諍いで台無しにすることはないだろう。

　セリムの腕を掴んで、レイラは険しい顔をしている夫を窘めにかかる。

「落ち着いてくださいませ。皆様はセリム様を心配されて、意見されただけではございませんか」

　彼女を振り返ったスルタンは、周囲の面々にもわかりやすく表情を和らげた。

「レイラ……お前がそう言うなら、こやつの首を城門に晒すのは止めておいてやろう……今夜は晴れて王妃になったお前を愛でられる最初の夜だからな」

　そんなやり取りを震えながら見ていた側近たちは、激高しやすい若い国王を征することができるのはただ一人──彼が心から愛する王妃だけだ、と肝に銘じることになった。







　──初夜ということもあり、沐浴を終えて用意されていたのは、いつもに増して煽情的な夜着だった。

　肩紐は細く、胸がほとんど零れてしまいそうなほど切れ込みが深い。裾は秘部を隠す程度の長さで、まるで下着のような代物だった。

　いい加減、官女長に文句を言いたいレイラだが、最近では「跡継ぎを早くお作りにならねば！」と性技の指南をされそうになるので、なるべく顔を合わせないように逃げ回っているところだ。

（あーあ……、これじゃ裸同然じゃないの）

　思わず眉を顰めたが、指示通りに準備を整えてくれた官女に文句を言っても何も始まらない。仕方なしに、透けるほど薄い絹に金糸で刺繍が施された衣を身に纏って、セリムが待つ寝室の扉を開けた。

　部屋に入った瞬間、鼻腔を突いてくるのは噎せ返るような花の香り。

　その原因はすぐにわかった。ハシーム王国の王室では、新婚初夜に媚薬効果がある花を寝台に蒔くらしい。ちょうどこの時期に咲く花だから、伝統を重んじる官女長が今夜のために大量に用意してくれたのだろう。

「すごい匂いだろう？」

　寝台一面を覆うほどの花に辟易したのか、濃紺のガウン姿のセリムは寝台の脇にあるソファに座って、用意された蒸留酒を傾けていた。

「本当ですわね……」

「官女長の勤勉さには頭が下がる。褒美にひと月ほど暇を出して故郷に戻ってもらおうか？」

　レイラと官女長の微妙な関係を知っているのか、セリムがそう提案してくる。

　その言葉はありがたいが、官女長は官女長でレイラのことを考えてくれているのは知っている。ただ、その表現が若干露骨すぎるだけだ。

「……大丈夫ですわ。本人がそうしたいのなら別ですけど」

「心優しいお前がそう言うなら、黙って見守らせてもらおう。さあ、こっちに来てそのいやらしい格好をもっと見せてくれ」

　そう誘われて、レイラはセリムの近くに行く。

　毎晩のように様々ないやらしい格好をされるが、恐らく今夜の夜着は透け具合については一番だ。かつて、この後宮の寵姫たちは毎晩こんな服で残虐王を誘惑して機嫌を取り、殺されるのを免れていたのかと思うと頭が下がる。

　レイラは相手がセリムでなければ、こんな装いはできない。触れられるどころか、見られるだけでおぞましさに心臓が止まるのではないかと思ってしまう。

（でも、セリム様に見られると……恥ずかしいけど、何か変な気分になってしまうわ……）

　彼の視線に、下肢がじわりと濡れるのを感じた。

　しかし、レイラの胸元の尖りも透ける煽情的な装いを間近に見ても、一向に彼は触れてこようとしなかった。

「セリム様……」

「その端に座って、足を開いてみろ。その寝台に蒔かれている花の上で、俺の妃がどんなに淫らな花を咲かせているか見たいのだ」

　セリムはそう彼女に命じた。悪戯を仕掛けてくる時に見せる、人が悪そうな笑みを浮かべて。

「……っ！」

　あまりに恥ずかしい指令に、レイラは頬を赤らめる。

　しかし、言うことを聞かないともっと羞恥を煽るようなことをしてくるだろう。

　これまで幾度となく閨を共にしてきたが、その精悍な外見からは想像できないほど、セリムはレイラに執着を見せてくる。

　その気持ちはいささか歪んでいるが、彼を愛しているレイラは素直に彼の我儘を受けとめるしかなかった。

「……わかりました」

　寝台に座り込んで、彼に見えるように両足をそっと開いていく。

　寝台の装飾になっている花々より、蝋燭の炎に照らし出されるレイラの肉体は白く、まるで女神のように美しい。

　悩ましい香りの中で、レイラは頬を赤らめて恥ずかしそうに俯いた。

「それじゃあ、よく見えないな……お前は、ずっとこのままでもいいのか？」

　そう言われて、レイラはおずおずと足も寝台の上に乗せ、彼に見えるように大きく足を開いた。

　膝上までの丈しかない夜着は、もはや下肢を隠す役割さえ果たさない。

　白い太股の間に咲く薄紅色の花は、足を開くとぷっくりとした花弁が左右に割れ、内側で息づく薔薇色の媚肉が露わになる。

「……っ……」

　セリムの視線を感じれば感じるほど、女の部分がじりじりと疼く。

　ようやく婚礼を済ませて名実ともに彼と結ばれたという喜びと、彼に凝視されていることからくる興奮に、淫花はしっとりと露を纏って愛撫を求めるように微かに収縮した。

「いい眺めだ……まだどこも触れていないのに、蜜を垂らしてヒクヒク震えているじゃないか」

　彼が言う通り、レイラの肉体はすっかり淫らになっていた。これからセリムに抱かれると考えるだけで、肉体が甘く疼く。

　あるいは、体の下に敷いている花々の媚薬成分によるものなのだろうか？

　もし、そうだとしたら、またレイラの懐妊に執念を燃やす官女長の術中にはまってしまったわけだ。

（あぁ……もう、あの人ったら！）

　苛立ちをここにいない官女長にぶつけるが、どう考えても何だかんだと無体を強いるセリムが悪いに決まっている。

　そうするうちにも、焦らされて性欲が煽られる。セリムの視線を感じるだけで、下肢に溶けてしまいそうな煩悶が湧いている。

「セリム様……もう、意地悪はやめて……」

　泣きそうな声で懇願するレイラに、セリムは含み笑いをしながら、さらに信じがたいことを言ってくる。

「もっと、俺を誘ってみろ」

「えっ？」

「俺に抱かれていると思って、自分の体に触れるんだ……それくらい、できるだろう？」

　貞操帯の一件の時も感じたが、こんなに焦らして何が楽しいのかわからない。

　そんなセリムにレイラは恨みがましい視線を投げたが、彼は涼しい顔をして酒の杯を進めるだけ。

（……まさか、本当に何もしないつもりなの……!?）

　初夜だというのに、指一本触れられなかったら正直傷ついてしまうだろう。

　これがセリムの仕掛ける新たな前戯だとわかっていても──。

　一方で、彼の前で自分の恥ずかしい姿を見せると考えただけで、なぜかゾクゾクと背徳的な快楽に体が震えてくる。

　身の裡に渦巻く欲望に流されるまま、レイラはじっと目を閉じて自らの胸に手を伸ばした。

　すでに胸の尖りはセリムの強すぎる視線を感じ続けただけで、官能を凝縮した硬い突起に変わっている。薄絹の布越しに触ると、甘い刺激が全身に伝わっていった。

「ん、あぁ……っ」

　レイラの小さな手では覆えないほどたわわな胸。その先端を触れると、ヒリヒリするほどの悦楽が走り抜けていく。

「……は、あぁ……っ……」

　硬く凝った乳頭を撫で回していると、下肢に甘い疼きが湧いてきて、どうしようもない気分に陥っていく。

　次第に、セリムがすぐ目の前にいるということも、羞恥を感じる理性さえも忘れ、込み上げてくる渇望のままに下肢に慰撫の手を伸ばしてしまう。

「うぅ……あ、んッ……」

　微かに喘ぎながら、レイラは片手を股の間に這わせた。

　先ほどセリムが指摘したように、すでに彼女の花園は濡れそぼって、透明な雫を内股にまで垂らしている。

　ぷっくりと膨らんだ陰唇に触れると、じんわりとした快楽が込み上げて、花襞の内側まで震えてしまう。

「……んっ……」

　小さく呻いて、いつもセリムがするように花弁の内側に指を進める。

　ぬるんだ熱い沼地をいじっていくと、もっと奥への刺激が欲しくなってしまう。

　レイラがうっすらと目を開けると、セリムは瞬きする間さえも惜しむように、じっと彼女の一挙一動を凝視している。

（……セリム様は、見ているだけなのね……）

　情欲に濡れた眼差しをしているのにもかかわらず、彼が動く気配がないことに絶望して、レイラは己を慰める動作を続ける。

　右胸を揉んでいた手を下ろし、すっかり興奮に硬くなった真珠を指先に捉えた。

「ふ……あ、ぁ……ん、ん……っ！」

　花弁の合間から漏れ出る蜜を潤滑油代わりに、そこをグリグリといじっていると激しい快楽が肉体に襲いかかってくる。

　レイラは指先の動きを強め、官能の塊になった真珠を刺激し続けた。

「んっ……、あぁ……っ」

　全身が甘く疼くような快楽に包まれるが、それだけではまだ何かが物足りない。

　蜜口をいじっていた指先を、ゆっくりと内側に埋め込めていく。

「ひゃ……っ」

　ぬるんだ粘膜はその内側に彼女の指先を迎え入れ、まるで生き物のように窄んで喜びを表す。

「……あぁ……っ、だめっ……」

　込み上げてくるのは、どうしようもなく熱い感覚。

　それは、初夜の寝室で夫の前で自慰をさせられているという背徳感から湧くものかもしれない。

　レイラは顔を火照らせて喘ぎ、二つの性感帯をなぶる指の動きを続けていく。

　しかし、女性の細い指で慰めても、なかなか求めるものは得られそうになかった。

「あぁ……、セリム様ぁ……っ」

　琥珀色の瞳を潤ませて、レイラは彼に助けを求める。

　いつもは清らかな彼女が見せる妖艶な姿に、さすがのセリムも根負けしたのだろう。おもむろに立ち上がって、彼女の痴態を上から見下ろしてくる。

「それだけでは足りないだろう？　俺が手伝ってやろう」

　そう言って、彼女の前に跪いた。

　すでに指を一本含んでいる蜜口に触れると、愛液のぬめりを借りてセリムも指を押し入れてくる。

「……ひっ……、やぁん……っ！」

「すごいぞ。ぎゅうぎゅう締めつけてくる」

　耳元に淫靡に響くその声色を聞くだけで、レイラの狭隘な部分は収縮を繰り返して、快感を貪ってくる。

　セリムの太い指が与えてくる刺激は、とてつもなく甘美だった。

　自分の指を外そうとしているのに、彼はそれをさせないつもりだ。二本の指に攻め立てられ、さっきよりも官能が揺さぶられてしまう。

「ふっ、やめ……、そんなに、したら……っ……」

　ずんずんと抜き差しをされると、自分でいじるのとは比べ物にならない悦びが、肉体の奥深い部分から湧いてくる。

「あ、ああっ……！」

「イくのか？　いいぞ、軽くイッてしまえ」

　その上擦ったような声に、レイラは彼も欲情を感じていることを知った。

「やっ……やなのっ、自分だけ……っ」

「レイラ」

「……セリムさまと、一緒がいいのぉ……っ」

　悩ましい声で強請られて、心を揺さぶられない男がいるだろうか？

　セリムは彼女の花園から指を脱いで、着ていたガウンを脱ぎ捨てた。

「そんな可愛いことを言われたら、どんな男でもひとたまりもないな」

　すでに天を衝くほどにそそり立つ雄芯を、彼女の前に曝け出した。その淫らな形を見ただけで、花襞から新たな蜜が溢れてくる。

「んっ……早く……っ」

　あまりのもどかしさに、レイラはセリムを急かした。

　白い肌を紅潮させて求めてくる彼女に、セリムは満足げに呟いた。

「入れやすいように、もっと君の花を広げて見せてくれないか？」

「うぅ……セリム様の、意地悪っ……」

　泣きそうになりながらも、彼女は自らの花弁を開いていく。

「わかったから、そう慌てるな」

　猛る雄芯を軽く握ると、亀頭からは先走りの液がじわりと滲み出る。

　その様子を見ているだけで、レイラの欲情はさらに煽られた。

「セリム様……」

　物欲しげな声で名を呼ぶと、ようやく彼はレイラの膝裏に両手をくぐらせ、身を屈めながら腰を押し入れた。

　すっかりとろけた花唇は、膨らんだ先端部を喜んで迎え入れた。

「あぁ……っ！」

　焦らすように浅い部分をぐしゅぐしゅと刺激されて掻き回されると、そのもどかしい快感に、レイラはびくびくと体を震わせる。

「もっと、奥まで……」

　じりじりと欲望を煽られつつも、まだ満たしてもらえないのがつらい。

　奥まで、その熱く太いもので激しく衝いてほしい。その淫らな欲求に反応して、濡れた内壁が蠢動している。

　劣情に駆り立てられたレイラは、彼の首筋に手を絡める。

　それをきっかけに、セリムは己の欲望で濡れた襞を奥まで貫いてきた。

「ひぃ、あぁ……っ、ああぁ、ん……っ！」

　彼のすべてを身に受けた瞬間、レイラはあっけなく達してしまっていた。

　セリムと繋がり合う悦びは、彼女にとって果てしないもの。

　焦らされ続けた末に得た歓喜の余韻に、レイラはぷるぷると花襞を震わせ続ける。

「感じやすい体だ。でも、一回だけじゃまだ足らないのではないか？」

　甘い感覚に酔いしれる彼女の耳元に、セリムが妖しく囁いてくる。

　まだ脈動が止まらないレイラの尻を軽々と抱え上げ、セリムはそのまま立ち上がった。

　繋がったまま空中に浮き上がったことで、レイラは驚愕してしまう。

「きゃっ……、何を……っ！」

　狼狽する間に、セリムは下から突き上げてくる。

「んんっ、ひゃ、あっ……あ、あぁ、あんっ……っ！」

　信じられないほど奥まで彼の先端が辿り着き、そのまま揺さぶられる。激しく蜜壷を抉られるのは、どうしようもない快感だった。

「あ、だめぇ……、そんなに、きゃ、あ、あっ……！」

　ずり落ちそうになる恐怖から両足で彼の背を挟むと、それまでより密着してしまう。

　肉杭が最奥まで届いてしまい、新たに湧き上がる快楽にくらくらしそうだった。

「……ああ、すごく締まる。お前も気持ちがいいのだろう？」

「んっ、はぁ……」

　彼の問いにろくに答えられず、息も絶え絶えになりながらレイラは喘ぎ続ける。

　深く挿入されたまま律動を速められると、過ぎた快楽に頭の中が真っ白になった。

「あっ、もう、だめぇ……！」

　すでに一度極めさせられた肉体は、行き過ぎた快楽にもろく崩れていく。

「ん……っ、ああ……っ！」

　体内を甘い旋風が巻き込んでいき、レイラは悦楽の淵で悶えた。そんな彼女を抱え、セリムは寝台の端に座り込んだ。

　その拍子に、シーツの上に蒔かれた花々から、淫らさを誘う香りがふわりと辺りに立ち込める。

「んっ……」

　ようやく不安定な体勢から、寝台の上に戻してもらえた。

　まだ内壁がビクビクしているレイラはひと息ついたが、セリムは彼女の首筋にキスを降らせる。

「愛している……レイラ」

　快楽の余韻と、耳朶を擽ってくる愛の言葉。

　それはどんな愛撫にも勝る陶酔を、レイラに与えてきている。

「私も……セリム様のこと、愛しています」

「じゃあ、今度は君が上になって動いてくれるだろう？」

　低く艶のある声でそんな淫らな哀願をされて、レイラは戸惑った。

　これまでずっと、性愛の行為は彼がリードしてくれるものと思っていた。

　何をどうしたらいいのかわからなくて、レイラは困った表情をセリムに向ける。

「えっ……どういうこと、ですか……？」

「さっき、自分でしただろう。それと同じことをすればいいだけだ」

　そう言い残して、セリムは繋がり合ったままの状態で寝台の上に仰臥してしまう。

　彼の上に跨がるような体勢にさせられると、彼の楔が穿つ角度が変わって、感じる箇所が刺激された。

「あ、ふぁ……っ」

「……中がヒクヒクと動いているぞ。気持ちがいいんだろう？」

　セリムが色っぽい眼差しを向けて、レイラを下から見上げてくる。

「セリム様……っ、ど、どうすれば……」

　初めてのことでよくわからず、レイラは恥ずかしすぎて泣き出しそうだ。

「好きに動けばいいだけだ。お前が当たって気持ちがいいところに……」

「ん……は、い……」

　そうは言ったものの、やはりよくわからない。

　しかし、これまで数え切れないほど過ごした夜の記憶により、レイラは自然と腰を少し浮き上がらせた。

　いつも閨では上にいるセリムを、今は見下ろす立場に変わっている。

　若きスルタンにこんな風に接することができるのはハシーム王国が広いと言っても、自分ただ一人だけなのだ。

　そう考えることから生まれるほのかな優越感が、収まっていた肉欲の焔を再燃させていく。

「あぁ……、んっ」

　引き上げていた腰を、ゆっくりと落とす。

　硬い亀頭の部分が、ぐっと彼女の媚肉を貫いて奥に入っていくと、痺れるような悦楽が体中を突き抜けていく。

「ふ、ふぁ……ん、んっ……」

　その動きを繰り返すと、彼の昂ぶりは先ほどよりも膨らんで、彼女の熟れた膣肉を苛んでいった。

　レイラは白い喉を仰け反らせ、腰を動かし続ける。

　夢中になり上下に動いている彼女を励ますかのように、セリムの手が伸びてきて彼女の揺れるたわわな胸を手で覆った。

　柔らかな丸みを鷲掴みにされ、執拗に揉まれ続ける。尖がった先端をからかわれると、その刺激も相俟って内壁が疼き立ってくる。

「ん……っ、はぁ……っ」

　身を苛む硬い欲望が、体を上下に動かすたびに奥の感じる部分に当たって、キュンと甘い刺激が全身に伝わっていく。

「レイラ、とても上手じゃないか」

　欲望に濡れた声で褒めながら、セリムは彼女の手を握ってきた。

「あぁ……、セリム様ぁ……っ」

　視線を落とせば、彼がじっと見つめている。

　この秀麗な男を組み敷いて、彼の逞しい雄を独占していることが、結婚式を終えた今でもレイラには信じられない。

　こんなに若く美しく……そして、すべてを手に入れられることができるスルタンが、彼女だけを愛してくれる。その夢のような事実は、媚薬よりも激しく彼女の官能を燃え立たせていた。

　セリムの手のぬくもりを両手に感じながら、彼の昂ぶりが与えてくる悦楽に喘ぐ。

「……ずっと、俺だけのものだ……愛しいレイラ。淫らな才能を持つ、俺だけの妃……」

「んっ、ひゃあっ……っ、あん……ッ」

　羞恥に眉根を寄せながらも、彼女の腰の蠢きは止まらなかった。

　もし、いかがわしい才能なんていうものが本当にあるのなら、それを発揮できるのはセリムが相手だから。レイラはそう思った。

「堪らないな……俺だけが、こんなレイラを独り占めできる」

　そんな独占欲を露わにした言葉に、彼の分身を受け入れている蜜壺が、ビクビクと収縮した。

「ふ、あぁ……！」

　衝動の赴くままに、レイラは腰を回すように蠢かした。

　その新たに加えられた淫らな動きに堪えかねたのか、セリムは眉をしかめて苦しそうな声をあげた。

「レイラ……そんなに締めたら、我慢できなくなる……っ」

「……んぁ……、わたしも……っ」

　感じているのは、快楽なのか苦悶なのか……もしかしたら、その両方かもしれない。そんなセリムを見下ろして、レイラは腰を動かしながら喘ぎ続ける。

　濡襞を擦る肉槍は、体位を変えた時よりも大きさを増している。

「あぁ……もう、だめだ……」

　一際、苦しそうな声をあげると、セリムは彼女の腰をがっしりと抱えて、激しく下から突き上げてきた。

「んっ、んっ、ああっ……っ！　だめ、だめなのぉ……っ！」

　いきなりの攻撃に転じられて、レイラは泣き声をあげる。

「あ、やっ、激しすぎっ……ん、ん……っ！」

　まるで腰を砕こうとするかのように激しく攻められ、子宮口にゴツゴツとした亀頭の感触が当たってくる。

「だめ、じゃないだろう？　レイラの可愛いここが俺のことを締めつけてくるぞ。すごく、うれしそうに……」

「あぁ……、セリム様っ……」

　彼の淫らな囁きに、レイラは陶然となる。

　肉体に愉悦と焦燥感の両方が同時に込み上げてきた。

「いいところを、いじってやろう。ここが好きだろう、レイラは」

　そう囁きながら、セリムは彼女の宝珠をいじり始める。

　その激しい快楽に、レイラは首を横に振りたくった。

「あぁ……そこ、だめぇ……っ！　イく……っ、イっちゃうの……っ！」

　泣き声をあげた瞬間、レイラは絶頂に押し上げられていた。

「あうッ……ンッ、あ、あっ……っ！」

　暴風が彼女の身の裡に吹き荒び、恐ろしいほど甘い感覚に翻弄されてしまう。

　限界を超えた悦楽に、肉体が打ち震えた。

　そして、力尽きたかのように彼女は、彼の体の上に崩れ落ちる。

　余韻にビクビクと肉襞を震わす彼女の内側に、少し遅れてセリムも自らの欲望を解き放った。

「……う、ん……っ……」

　蜜壺に、放たれる温かな飛沫。その感覚にレイラは体を震わせながら、ぐったりとセリムの体に覆いかぶさった。

「あぁ、俺だけの可愛いレイラ……愛しているよ」

　セリムは愛しそうに、レイラの髪を撫でた。

　糖蜜のような愛の言葉に、快楽の余韻が残っている肉体には、じりじりと再び欲望の焔が燃え上がってくる。

「セリム様……、私もあなたを愛しています……」

　媚薬の花の香りに誘われるがままに、二人は手を取り合って激しい口づけを交わす。

　そして、夜が明けるまで互いを貪り続けるのだった。





＊　＊　＊






　ハシーム王国第二十八代目国王スルタンセリム＝シャハード・イブライムは前王アハメドの悪政を改め、諸外国との関係強化をして王国に繁栄をもたらした賢王として、歴史に名を刻まれることになる。

　彼は公言した通り、生涯を通して後宮に王妃レイラ以外の女性を置くことはなかった。

　心の底から愛し合う二人の間には多くの子どもが生まれ、数百年間もの長きに渡って続くイブライム朝の基盤を作ったという。


ＥＮＤ









あとがき








　皆様、こんにちは。初めましての方は初めまして。江え原はら里り奈なと申します。

　前作に引き続き、濃蜜ラブルージュさんで書かせていただきまして光栄です！




　今回の作品は私にとって初めて挑戦するアラブ物でしたが、いかがでしたでしょうか？

　一番こだわったのは、スルタンであるセリムのキャラ設定でした。俺様タイプのかっこよさだけではなく、悪戯好きで意外とお茶目なところもあり、ヒロインのレイラが色々な場面で翻弄されるところも見所かな、と。

　物語が進むにつれ二人の関係が変化していく様子も楽しんでいただけたらうれしいです。




　今回、二人のイメージにぴったりの透明感ある美しい表紙を描いてくださった森もり原はら八よう鹿か先生に心から感謝いたします。キャラデザやラフから完成度が高く、イケメンなセリムと爽やかな色気があるレイラを拝見できて眼福でした！

　最後になりましたが、きめ細かくフォローやアドバイスをくださった編集様、深くお礼申し上げます。

　そして、拙作をお手に取ってくださった皆様に、心からの感謝を！

　では、またどこかでお会いできますように……！






江原　里奈
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